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はらから

と同様に，同胞を愛 し，同胞 に仕えることです(マ タイ

22：37-39参 照)。 このことか ら，わた したちは，福音

の第一の原則の一つが仕えることでなければならないの

が分か ります。

ベニヤ ミン王 はこう尋ねてい ます。「あなたがたは，

互いに務め合 うようにすべ きではないだろうか。」(モ ー

サヤ2：18)こ の問いに対する最 も思慮深い答えを，わ

たしたちはすでに知っています。「あなたがたが同胞 の

ために務めるのは，とりもなおさず，あなたがたの神 の

ために務めるのである……。」(モ ーサヤ2：17)

わた したちは自分の兄弟たちの番人で しょうか。ガラ

テヤ人への手紙の中で，パウロは愛 をもって互いに仕え

るように，聖徒 たちに教えています(ガ ラテヤ5：13-

14参照)。 また，ヤコブの手紙の中には，神の前 に清 く

汚れのない信心 とは，「困っている孤児や，や もめを見

舞い，自らは世の汚れに染 まずに，身を清 く保つ ことに

ほかならない」(ヤコブの手紙1：27)と 説かれています。

足の利かない男が神殿 の門の外で施 しを請うて来たと

き，ペテロが語った偉大な言葉を忘れることので きる人

がいるでしょうか。「金銀はわた しには無い。 しか し，

わたしにあるものをあげよう。」(使 徒3：6)

教義 と聖約第81章 では，「弱い者を助け」るよう書か

れています。同じように，「垂れている手を上げ，弱 く

なったひざを強めなさい」(5節)と いう言葉 もあ ります。

『教義 と聖約』にはまた， 裁かれる基準を思い起 こさせ

るような言葉 もあります。わた したちは皆，それによっ

て裁かれます。「また，貧 しい者 と乏 しい者，病気の者

と苦 しんでいる者を，すべてのことにおいて思い起 こし

なさい。これらのことを行わない者は，わたしの弟子で

はないか らである。」(教 義 と聖約52：40)わ た したちは

自分の兄弟たちの番人となっているでしょうか。

ハ ロル ド・B・ リー大管長 は，1973年4月 の総大会で，

一つの偉大な啓示について触れ，次のように語 りました。

「ロサ ンゼルス神殿が奉献 される少 し前のことで した。

わたしたちは皆，そのすばらしい奉献式のためにいろい

ろな準備をしていました。その出来事 は， どちらかと言

うと，わた しの生涯では新 しい経験で した。明け方の3

時か4時 ころのことだった と思いますが，わた しは一つ

のすばらしい経験をしました。それは夢 とは思えません

でした。確かにそれは示現でした。その示現の中で，わ

たしは数多 くの霊たちが一堂 に会 しているのを目撃 しま

した。そこでは数多 くの男女が立上が り，一度に2，3人

ずつ，種々の異言で語っていました。そのときの光景は，

並々ならぬもので した。そのときわたしは，デビッド・

0・ マ ッケイ大管長が次のように言 う声を聞いたような

気が しました。 『もし神 を愛 したい と望むな ら，人々を

愛 し，人々に仕 えるようにしなければならない。これが，

神に対する愛 を示す方法である。』」1

わた したちは自分の兄弟たちの番人で しょうか。その

とお りです。 ここで教会歴史の中か ら，この偉大な原則

を示す一つの経験談を読んでみたい と思います。

開拓時代の手車隊の一つであったウィリー隊の副隊長

を務めたジョン ・チズレッ トとい う人物は，次のように

書 き残 しています。

「9月1日か2日 の ことだったと思うが，我 々は 〔フォ
ー ト〕 ララミーに到着 した。 しか し，そこには我々が期

待 していたような物資は，我 々のために何一つなかった。

そこでウィリー隊長は集会を招集 した。我々の置かれて

いる状況や状態，今後の見通 しなどについて考え，今後

どんなことが可能か，話 し合 うためである。現在のペー

スで旅 を続け，小麦粉を消費 していったら，少 なくとも

小麦粉は，目的地の350マ イル(約560キ ロ)ほ ど手前で，

尽 きて しまうことは確 かであった。そのため，1日 当た

りの割 り当てを，1ポ ン ドから4分の3ポ ンド(1ポ ン ドは

約450グ ラム)に 削減することになった。それ と同時に，

あ らゆる努力 を払って少 しで も速 く進む こととした。

我々はこの割 り当てを，ララミーか らインディペンデン

ス ・ロックまで続 けた。'

ちょうどこのころ，ウィリー隊長 は 〔ウィラー ド ・〕

リチ ャーズ使徒か ら1通 の手紙を受け取 った。その中

に は，我 々が サ ウスパス に到着す るころ までには，

(ソル トレーク)盆 地か らの食糧 を受 け取れ るであろ

うと書かれてあった。我 々の小麦粉の残量 を調べた と

ころ，我々がその地点に到着する以前に，すべ て消費

して しまうことが分かった。我 々に残 された唯一の選

択肢 は，1日 当た りの割 り当てをさ らに減 らす ことで

あった。 こうして，小麦 の割 り当て は，1日 当た り平

均10オ ンス(約280グ ラム)ま で減 らされることになっ

た。……

我々がようや くスイー トウォーター川 まで到着 したこ

ろには，ララミーを出てか ら，少 しずつ冷え込んでいた

夜 も，非常 に厳 しく冷え込むようになっていた。行 く手

を阻む山々は，近づ くに連れて，そのすそ野まで雪に覆
あらし

わ れ て い る こ とが 分 か り， ま た ， 嵐 が 近 づ い て い る こ と

も， 我 々 を取 り巻 く雲 の 高 度 が 毎 日低 く な っ て い くこ と

で ， は っ き り と分 か っ た 。 … …

1台 当 た り17ポ ン ド ，、・8キ ロ の'と 官 目'で は ，

休 息 を得 る に は ， ま っ た く も っ て不 十 分 で あ っ た 。 ほ と

ん どす べ て の 者 た ち が ， 毎 晩 寒 さに 悩 ま され て い た 。 朝

に な っ て も， も う一 日 困 難 な旅 を続 け よ う と い う， 体 力

も気 力 も決 意 も持 て ず ， 哀 れ な聖 徒 た ち は ， や つ れ た 様
は

子で寒さに凍えながら，テン トから這い出て来るのであ

る。我々の成功に不可欠な活気 というものがまった く感

じられない様子であった。

寒さや食糧の欠乏，そして重労働による衰弱や過労は，

間もなくその きばをむき始めた。 まず，年老いた者や虚

弱な者がその標的となり始めた。生 き抜 く気力や勇気を

失い始めるや，彼 らの表情に死相が現れ始めたのである。
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と見 る必要がないように心か ら願うものである。」2

この同 じ手車隊には，ジャクソンとい う名前の女性 も

加わっていました。彼女は次のように記録 しています。

「9時ごろ，床に入 る準備 をした。寝具 もわずかだっ

たので，服は脱がなかった。眠 りに就いた後，確か真夜

中ごろだったと思 うが，ひどく寒けが した。外気 もひど

く寒かった。夫が呼吸をしているかどうか，耳を近づけ

てみた。夫は静かに横 になっていた。寝息 もまった く聞

こえなかった。わたしは恐れて，夫の体に手を触れてみ

た。恐ろしいことに，最 も恐れていたことが現実のもの

となったのだ。夫はすでに亡 くなっていた。わたしは同

じテン トに眠っていた人々に助けを求めた。 しかし，そ

れに応 じられる人はだれ もいなかったのである。 自分 と
なきがら

しては，夫の亡骸のわきで朝まで過ごす しかすべがなか

った。その時間が何 と長 く感 じられたことか。朝の光が

差 し込んだころ，隊の男性が何人かやって来て，夫の埋

葬の準備 をして くれた。その埋葬も葬儀 もひどく悲惨 な

ものであった。夫が身に着けているものもわずかだった

が，その衣服を脱がすこともな く，夫の遺体は毛布に包

まれて，ほかに亡 くなった13人 の遺体 とともに地面の上

に置かれた。そして，その上に雪がかぶせられた。地面

は寒 さで凍結 していたために，墓 を掘ることができなか

ったのである。夫はそ こで，神のラッパが鳴 り響いて，

キリス トにあって死者が目を覚 まし，第一の復活の朝に

よみがえるまで，安息の眠 りに就 くことになった。……

夫が亡 くなってか ら数日後のことであるが……さらに

死者が出て，隊の男性の数がめっきりと減 り，残 ってい

る男性たちも衰弱 し，病気のためにやせ細っていた。そ

のため，その晩，野営地に到着 したときも，テン トを張

るだけの余力のある男性 の数が十分いなかった。その結

果，我々は，天空を屋根 とし，星を友 として，外 で野営

をするほかなかったのである。雪 も10セ ンチほど積 もっ

ていた。その夜 もひどく寒かった。わた しは岩の上に座

り，一人の子供をひざに，それに両わきに子供 を一人ず

つ抱 えたまま，夜明けまでまん じりともせず過ごしたの

である。」3

この時点で，先発隊の一員であったグラント隊長から

ブリガム ・ヤ ング大管長のもとに1通 の書簡が送 られま

した。その内容は次のようなものでした。

「この人々の状況を説明するに当たっては，多言を必

要としないだろうと思います。この緊急の書簡 を携 えた，

ご子息のジ ョセブ ・A〔 ・ヤング〕兄弟やガー 〔兄弟〕

か ら詳細 な報告 をお受 け ください。 ご想像 ください。
ろうにゃくなんにょ

500人 か ら600人 の老若男女が，雪 と泥の中で手車を押

す作業に，疲れ果てています。街道わ きで力尽き，倒れ，

寒さに凍えています。子供たちは泣 き叫び，関節 も寒さ

のために固 くなっています。足からは血 を流 し，中には

はだしのまま，雪 と霜の中を歩いている者 さえいます。

我々の中の最 も屈強な者でさえ，この光景は見るに堪え

られ ませ ん 。」4

ソ ル ト レー ク ・シ テ ィー で は ，1856年10月5日 に 総 大

会 が 開 か れ て い ま し た。 そ の 中 で ， ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ大

管 長 は次 の よ うな 説 教 を して い ます 。

「大 勢 の 兄 弟 姉 妹 が ， 高 原 を 手 車 で こ ち らに 向 か っ て

い ます 。ほ とん どの 人 は， こ こか ら700マ イ ル(1，100キ ロ)

ぐ らい離 れ た所 に い ま す 。 彼 ら を こ こへ 連 れ て 来 な け れ

ば な りませ ん 。 彼 ら に援 助 を送 る必 要 が あ ります 。 … …
き よ う

わたしは今 日，監督の皆さんに要請 します。60頭 の元
ほろ

気ならばの隊 と12台 から15台 の幌馬車が必要です。明日

まで待つことはできないし，その翌 日まで待つこともで

きません。牛を送ろうとは思いません。必要なのは元気

な馬 とらばです。そ してわたしたちの周 りには馬 もらば

もいます。ぜひそれを集めなければな りません。 また1

万1，000キロの小麦粉 と，実際 に馬や らばを駆 る人のほ

かに，良い御者を40人 そろえる必要があ ります。……第1

に，馬車 を操 り，部隊 を統率することので きる元気な

若者が40人 必要です。現在 ，その部隊 は，馬車の操 り

方 を何 も知 らない男女や子供たちが動か しているか ら

です。第2に ヨ60頭 か ら65頭 くらいのらばか馬の隊が必

要です。 この隊には，馬具，連結用 の横木， くび き，

足かけ，連結用チェーンな どが必要です。第3に ，1万

1，000キロの小麦粉が必要ですが，それは今手 もとにあ

ります。……

皆 さんに申し上げます。わた しが今話 しているような

原則 を実行 に移さないか ぎり，皆さんの中で，その信仰，

宗教，信仰告白によって神の日の栄 えの王国に救われる

人はだれもいないでしょう。さ たってA'ノ 、にい

る人々を距れて'て ださい。現世のこと，あるいは現

世の義務 と呼ばれるこうしたことを確実に実行 して くだ

さい。 もし実行されなければ，皆 さんの信仰も徒労 に終

わることでしょう。皆さんが耳にした説教 も，皆 さんに

とって無駄 なものとなります。わたしたちが皆 さんに申

し上げたことを実行 しないか ぎり，皆さんは地獄に落ち

ることになるで しょう。」5

この準備が進められているころ，ウィリー隊には物資

を積んだ幌馬車隊が接近中であるという知 らせが届いて

いました。そこで，ウィリー隊長ともう一人の人が，こ

の幌馬車隊の探索のために派遣 され，立ち往生 している

聖徒たちを救出するために急いでほしいと要請すること

になりました。ジョン ・チズレッ トはこう記 しています。

「ウィリー隊長が出発 して3日 目の夕方(10月21日)，

太陽が遠 くの丘に美 しく沈みかけた ときの ことであっ
ほろ

た。野営地のす ぐ西の山の上に，数台の幌馬車が姿を現

したのである。それぞれ，4頭 の馬 に引かれ，わた した

ちの方 に向かって進んで来るではないか。その知 らせは，

りょう原の火のように，瞬 く間に野営地中に伝わった。

そ して，ベ ッドか ら起 きられる者は皆，こぞってその幌

馬車隊を出迎えたのである。数分経過すると，わた した
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道活動に携わり，今まで以上に大いなる大義のために働

くことがで きるのです。それは，世界のあらゆるものの

うち，最も偉大 な大義，すなわち，わた したちの御父の

子供たち一人一人の救いに携わることだか らです。

このことに関 して，1996年10月 の総大会で， ゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長が次の、ように述べ ましたが，

わた しはその話に非常 に感動を覚えました。「兄弟姉妹

の皆 さん， これまでこの壇上か ら多 くのすばらしい話が

語 られて きました。 しか しあの状況の中で，ヤ ング大管

長が語った話以上に，雄弁な説教はあ りません。
かんなん

来年は，聖徒 たちの難難辛苦や死の話が度々繰 り返さ

れることでしょう。彼 らの救助についての話も，何度も

繰 り返される必要があ ります。その話は，イエス ・キリ

ス トの福音の真髄だか らです。

わた しは，この教会にこのような開拓者の歴史がある

ことを感謝 しています。山中の このシオンに向かう途中

で，雪に見舞われ，凍えた り死んでいった りする兄弟姉

妹が，今はいなくなったことに，感謝 しています。 しか

し，絶望的な環境の下にあって，助 けを求めている人は

大勢います。

飢えや貧困に苦 しむ人，助けを必要 としている人は，

世界中に大勢います。わたしたちは，この教会の会員で

はなくてもほんとうに援助を必要 としている人々，わた

したちの力で援助できる人々に，助 けの手を差 し伸べて

いますが，それができることに，感謝 しています。 しか

し，あまり，その間口を広げす ぎてはいけないと思いま

す。苦 しみや，悩み，孤独，恐れのために，助けを求め

ている人が，身近な所にいるからです。そのような人々

に援助の手を差 し伸べて，彼 らを引 き上げること，飢え

ている者 を食べ させ，真理 と正義を切望 している人の霊

をはぐくむことは，わたしたちに与えられている神聖か

つ重大な責任です。

目的な くさまよい，麻薬や非行，不道徳な行為，そし

てそれらにまつわるあらゆる罪悪に巻 き込まれ，悲 しみ

の道を歩いている若人が非常に多 くいます。夫に先立た

れ，親切 な言葉や，愛に満ちた心か らの気遣いを待ち望

んでいる人々もいます。かつては信仰 を持って熱心だっ

たにもかかわらず，だんだんそれが冷めてきている人が

います。教会に戻ることを望んでいるのですが， どうし

た らよいのかまった く分か らずにいる人々も大勢い ま

す。彼 らは優 しく差 し伸べ られる手を必要 としています。

わずかの努力があれば，その多 くの人が，また戻って来

て，主の食卓で再び恵みにあずかれるようにな ります。

兄弟姉妹の皆さん，わたしには今，望み，祈 っている

ことがあります。それは，……皆 さん一人一人に，困っ

ている人，苦 しみを抱えて困難な状況にある人 を見つけ，

愛の心をもって教会に導 く決心をしていただきたいので

す。そ してその人たちが，教会員の力強い手と優 しい心

ブリガム ・ヤングがウィリー手車隊の開拓者たちを救

うよ う聖徒たちに求めたと同様 に，わた したちの現代

の預言者も，わたしたちのすべての者 に向か って，今

の時代 にあって，世界のあらゆるものの うち，最も偉

大な大義 ，すなわち ，わた したちの御父の子供たち一

人一人の救いに携わるように，と言っています。

に よ っ て温 か く迎 え られ ， 慰 め られ ， 支 え られ ， 幸 せ の

道 を歩 め る よ うに して ほ し い の で す 。」8
はらから

願わくば，わた したち一人一人が同胞のために仕える

者 となる決意をすることができます ように。 また，天父

の助けがあって，わたしたちが望まれているとお りに偉
み わざ

大な御業に深 くかかわることがで きますように。そして，

行って，今 「平原に」いる人々を連れて来ることができ

ます ように。□
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ホ ー ム テ ィ ー チ ャ ーへ の 提 案

1.わ た したちが教会で教 えている最 も大切 な原則の

一つは
，人々の必要を満たすよう努めることです。

2.聖 文や教会歴史には，偉大 な奉仕の原則 について

語 る話が数多 くあ ります。

3.現 在， ヒンク レー大管長は次のような人々を探 し

出すよう，強 く勧めています。

●目的な くさまよい，麻薬や非行，不道徳な行為 とい

った悲劇の道を歩んでいる若人
はんりょ

●親切な言葉を待 ち望んでいる，伴侶に先立たれた人

や独身成人

●物質的にも霊的にも飢 え乾いている人々

●困難な状況にあって，愛の心で支えられる必要のあ

る人々

聖徒の道/1997年11月 号

8

彗
箋

…≡

壁

莚

≡
謹













L

か潜 んでい て， 彼 らはわ た しを追 い か
ひょう

けて来 ま した。 電 で とて も滑 りや す く

なっ た山肌 を下 り始 めな が ら， わた し

は主 に助 け を祈 り求 め ま した 。 そ して

奇跡 的に テ ロ リス トたち の追 跡 を逃 れ

る ことが で きたの です。

危機 を脱 した わた しは，す ぐに ひ ざ
み まも

まず いて ，主 に感 謝 し， 御守 りを求 め

る祈 りをさ さげ ま した。祈 り終 え る と，

そ れ まで 何事 もな か った か の よ うな ，

す ば ら しく安 らか な気持 ちを感 じ まし

た。 そ れ まで は足 が ひ ど く震 えて仕 方

が なか った のが，また力 が戻 って 来て ，

走 り続 け る こ とが で き ま した。 恐怖 心

はす っか り消 えて い ま した。両 親 を殺

された ばか りで したが ，天 の御 父 が 自

分 を見 守 り，愛 して くだ さ って い る と

い う強 い確信 が あ りま した。

逃 げ 込 ん だ 町 の人 た ち の 助 け を得

て，兄 弟 た ち を助 け 出す こ とが で き ま

した。

わた しが 当面， 最 も差 し迫 って考 え

な けれ ばな らないの は， 小 さ な兄弟 た

ち の世 話 を どうす るか とい うこ とで し

た 。い ちば ん小 さ い子 は まだ4歳 に し

か なっ てい ませ ん で した。 数週 間 ， わ

た した ちは避 難民 として， ひ どい飢 え

に苦 しむ 日を送 りま した 。

その後 ， わ た しは仕事 を探 しに，首

都 の リマへ行 き ま した 。 その 間， わ た

しはい ち ばん上 の 弟 に世話 を頼 んで家

に残 して きた兄 弟 た ちの こ とが心 配 で

な りませ んで した 。時 々，そ の地 域 で

テ ロが 続 いて い る とい うニ ュー ス も入

って来 ま した 。 わた しは，兄 弟 た ちが

死 んで しま って はい な いか と，泣 いて

過 ごす こ とが よ くあ りま した。 そ れで

も， あ の 日山の 中で 受 けた ，天 の御 父

が生 きてお られ ， わた した ち を愛 して
あかし

くだ さって い る とい う証 が ，心 の 支 え

とな りま した。

もうこ れ 以上 仕事 探 しを して も無駄

だ とあ きらめか け た と きに， さつ まい

も掘 りとい う短期 間の仕 事 を得 るこ と

が で きま した。 わ た しは年 も若 く， き

ちん と した証 明 書 な ど も持 っ てい ませ

んで したが ，信 仰 と祈 りに よって ， い

つ まで も働 け る仕事 をつ いに見 つ け る

ことが で き ま した。 そ れか ら数 か 月 し

て，わた しは弟 や 妹た ち を リマ に呼 び，

一緒 に暮 らせ る よ うにな りま した
。 お

ばの一 人が わ た した ちに住 む所 を提 供

し，別 の人 か らも台 所 用 品 を幾つ か も

ら うこ とが で きま した。 両親 の持 ち物

はほ とん どが 盗 まれ て し まっ て いて ，

わた した ち は着 のみ着 の ままの状 態 で

した。 しか し家族 が皆 で 一緒 にい られ

るか ぎ り， ほか の こ とは大 した 問題 で

はあ りませ ん で した。

わ た しの両 親 は子 供 た ち全 員 に ， だ

れ一 人例外 な く，仕 事 や家事 の仕方 を

教 え て くれ て い ま した。 後 にな っ て ，

わた しは両親 が ほ ん と う1にす ば ら しい

模 範 だ った こ とを深 く理 解 す る よ うに

な りま した 。今 わ た しは ，小 さい と き

か ら責任 を持 つ よ う両 親 に教 え られ た

こ とを感 謝 してい ます 。事 の 成 り行 き

で ，い きな り親代 わ りをす る こ とにな

りま したが ，両 親 は わた した ち に， 直

面 す る困難 を乗 り切 るた めの 備 え を さ

せ て くれ てい たの で した 。 そ して主 の

祝福 もあ りま した。 主 はわ た した ち を

見 守 って いて くだ さ り， わ た した ちは
ま

何 度 も奇跡 を 目の当 た りに しました。

そ の後 ，年 を重 ね て い く中 で，兄 弟

た ち を養 う責任 を考 え る と， 「自分 は

果 た して伝 道 に出 られ る だろ うか」 と

思 う よう にな りま した 。 それ で も伝 道

へ の 望 み は抑 え難 く，伝 道 に出 なけれ

ば得 られ ない祝福 につ い て何 度 も考 え

ま した。 あ る晩 ， わ た しは夢 の 中 で ，

救 い主 が 自分 のす ぐそ ば にお座 りにな

ってい る姿 を見 ま した。 その とき に感

じ た安 ら ぎは と て もす ば ら しい もの

で ， わた しは 自分 に求 め られ て い る こ

とをそ れ以 上疑 わ な くな りま した。
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雇 い主が 長期 の休 暇 を くれ， わた し

は伝 道 の召 しを受 け ま した。 伝 道 に出

て1年 た った とき，弟 か ら手 紙 が来 て，

雇 い主 の気 持 ち が変 わ り， わ た しが 戻

る まで仕事 場 の 空 き をその まま に して

お くこ とは で きない とい う話 に なった

の を知 らせ て き ま した 。伝 道 を 中止 し

て戻 らなけ れ ば，仕 事 を失 うこ とに な

る とい うの です 。 わた しは弟 に こ う返

事 を書 き ま した 。 「そ の こ とで心 配 す

る必 要 はな い。今 の仕 事 を な くして も，

もっ と良い 仕事 が見 つ か る よ う，主 が

助 け て くだ さ る。」 そ して わた しは伝

道 を任期 どお り務 め ま した 。

わ た しの伝 道 中，兄 弟 が だれ 一人 大

きな病 気 にか か らな か った こ とに感 謝

して い ます 。 わ た しが戻 った と き， 皆

元気 な顔 を見せ て くれ ま した。 わ た し

たち兄 弟 は ，助 け合 い なが ら， 今 も一

緒 に暮 ら してい ます 。両 親 との 結 び固

め も受 け ま した 。 わた しは とて もす て

きな女 性 と神 殿 で結 婚 し， 二人 の子 供

に恵 まれ ま した。 です か ら， 今 は9人

家 族 です 。

わ た しはほか に も幾 つか す ば ら しい

祝 福 を授 け られて きま した。教 会 の職

員 と して雇 わ れ， リマ神 殿 で事 務 の仕

事 をす る傍 ら，儀式 執 行者 と して奉 仕

してい る のです 。 また これ まで数 年 間

監督 と しての召 し を受 け てい ます 。 こ

れ もわた しの 人生 に おけ るす ば らしい

祝福 とな って い ます 。

わ た しは 監 督 と して の 召 しを 通 し

て ，人 々 が味 わ って い る様 々 な苦 しみ

を理解 す る機 会 を得 て きま した 。 この

召 し とほ かの 様 々 な体 験 を通 して ， わ

た しは困 難 を克服 す る に は，主 へ の信

仰 を強め ，全 力 を尽 く し， 主 の約束 が

果 た され る とい う固 い望 み を もっ て仕

え るのが 最善 の 方法 で あ る こ とを学 ん

で き ま した。 わた した ちが 自分 の責 任

を果 たす な ら， 主 の約 束 は必ず 果 た さ
あかし

れ る こ とを証 します 。□







愛
す る 兄 弟 姉 妹 の 皆 さん ， こ よ

い 皆 さ ん と と も に この 場 に 集

えるの はす ば ら しい特 権 です 。 お分 か

りとは思 い ます が ， わた しには い ろい

ろ異 なっ たた くさん の グル ー プの方 々

に向 けて話 をす る機 会 が あ ります 。 し

か し現在 ， こよい の皆 さん以 上 に話 を

したい グ ルー プ はあ りませ ん。皆 さん

は悩 み や問 題へ の答 え を求 めて こ こに

来 られ ま した。 皆 さんは た くさんの 問

題 を抱 えて お られ ます。確 信 を得 た い，

助 け を得 たい と思 っ てお られ ます 。 聖
み たま

な る御霊 の 導 きに よ り，皆 さん に とっ

て助 け とな るこ とを語 れ る よ うに祈 っ

てい ます 。

皆 さん は様 々 な人 々が集 まっ てい る

グ ルー プで す。 わ た しの理 解 で は，皆

さんは30歳 を超 えて い ます 。 で もあ る

意味 で は， 皆 さん を一 つ に ま とめ る共

通項 は ，主 の教 会 の会 員 であ る こ とを

除 けば それ だけ です 。

中 には結 婚の 経験 の な い方 が お られ

ます 。結 婚 の後 に離 婚 した方 で ，お子

さんが い らっ しゃる方 とそ うで ない 方

が い らっ しゃい ます 。多 くの方 々 は，

お子 さんの養 育 の た めに苦 労 を して お

られ ます。皆 さん は経 験 を通 して，世

の 中 とい う もの は冷 た く残 酷 な もの で

あ る こ とを感 じて こ られ ま した。 皆 さ

ん は助 け を求め て お られ ます 。皆 さん

に は助 けが必 要 です 。
はんりよ

また ，伴侶 に先立 たれ た方 々が お ら

れ ます。 そ の孤独 感 はた とえ ようの な

い もの であ り， しか も終 わ る こ とを知

りませ ん。

この よ うに， 皆 さ んの置 か れ た立場

は様 々 です が， わ た した ち は皆 さん が

あた か も同 じで あ るか の よ うに， 一つ

のバ ッジ を皆 さん に着 け ま した。 そ の

バ ッジに は 「S-1-N-G-L-E-S」

〈訳 注'.「 独 身 者 」 の 意)と 書 い て

あ ります 。 わ た しはそ うい う言 葉 が好

きでは あ りませ ん 。人 を分 類す るのが

嫌 いな ので す。 わ た した ち は皆 ， と も

に生 活 す る個 人 で あ り，個 人 的 な事情

は それ ぞれ 異 な ってい て も互 い に尊敬

し合 え る問柄 なはず です 。

わた しは皆 さん と一 緒 にい て親 近感

を覚 え ます 。そ れ は皆 さんが末 日聖徒

だか らです 。皆 さんの 心 に は，神 が生

きてお られ ，イエ スが キ リス トで あ り，

この教 会 が全 能 者 であ る救 い主 に よ り

つ くられ， その 名 を冠 す る教会 で あ る

との信 仰 が あ ります。 皆 さん は祈 りを

ささげ てい ます 。 それ はす ば ら しい こ

とです。 しば しば助 け を求 め て， 連 れ

添 える 人 を求め て ， また 困難 か ら逃 れ

る道 を求 め て熱 烈 に祈 られ るこ と もあ

るで し ょう。そ して， なぜ 希望 どお り

に祈 りが こた え られ ないの だ ろ う と考

え てお られ る こ とと思 い ます 。

わ た し た ち は皆 ， 同 じこ と を経 験

して き ま した 。 しか し時 が た つ につ

れ て ， 天 の御 父 は 確 か に わ た し た ち

の祈 りを 聞 い て くだ さ る とい う こ と

を 理解 し ます 。神 の 知 恵 は 人 の 知 恵

よ り も偉 大 で す 。 時 に は答 え を識 別

す る の が なか な か 難 し い こ と もあ る

と思 い ます が ，神 は確 か に こた えて

くだ さるの です 。

わた しは心 か ら皆 さん一 人一 人 を愛

してい ます。 わ た しは少 な くと もあ る

程 度 は ，皆 さん の抱 えてお られ る問題

や 望 ん でお られ る こ とを理解 して い る

つ も りです。 こ う申 し上 げ る と皆 さ ん

は反 論 され るで し ょ う。 「あ な た は わ

た した ちの ような経 験 は して い ないの

です か ら， ほん とうの ことは理 解 で き

ませ ん よ。」

そ の反 論 はあ る程 度真 理 で あ る と言

え ます。 で も， だ か ら と言 っ て皆 さ ん

に対 す るわ た しの思 い を拒 まない で く

だ さい。 わ た しは皆 さん に同情 す るつ

も りは あ りませ ん。 人 か ら哀れ に思 わ
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れ るこ とは嫌 な もの です か ら。 そ うで

はな く， わ た しは愛 と理 解 の精神 で単

に皆 さ ん と語 り合 い た い と思 う の で

す 。

こ こに い らっ しゃ るす べ て の方 は，

伴侶 が お られ な い と思 い ます 。 そ して

多 くの 方 が結 婚 を望 ん で お られ ます 。

結 婚 で きれ ば問題 はす べ て片 付 くと考

えてお られ るの です。 確 か に幸福 な結

婚 生活 は，通 常 の末 日聖徒 であ れ ばだ

れ もが 抱 いて い る 目標 で す。 で も，，皆

さん にお分 か りいた だ きた いの は，結

婚 生活 を営 ん でお られ る大勢 の人 々に

とって ，生 活 は惨 め で， 恐 れや不 安 の

渦巻 くもの なの です。 与 え られ てい る

責任 の 中 で わた しが最 も重荷 に感 じる

の は， 民事 離 婚 の後 の結 び 固め の取 り

消 しの 申請 に対 して判 断 を下 さな けれ

ばな らな い時 です 。 それ ぞれ の ケー ス

につい て 別個 に検 討 を加 え な けれ ばな

りませ ん 。 わた しは知 恵 を求 め て，主

の 導 き を求め て祈 ります 。最 も神 聖 な

場 で永 遠 にわ た って交 わ された神 聖 な

聖約 を扱 うか らです 。

離 婚 に至 った状 況 ，神殿 の結 び固 め

の取 り消 しを 申請 す る に至 った事 情 に
どんよく

は ，利 己心 や貧 欲 さ，時 に は野蛮 と も

思 われ る態 度 ，そ れ に虐待 や 心痛 や悲

劇 の様子 が切 々 と述 べ られて い ます 。

わた しが 申 し上 げ たい の は，結 婚 し

て いて も大 変 に不 幸 な生 活 を送 って い

る人 もお り， 心 を え ぐ り，焼 き尽 くす

よ うな悩 み を経験 してお られ るの は独

身 の 方 々 だ けで は な い とい う こ とで

す。

この テ ーマ につ い て以 前お 話 を した

と き，た くさん のお 手紙 を頂 きま した。

わ た しは いつ も手 紙 をた くさん頂 きま

す 。そ の ときに受 け取 った もの の一つ

をご紹 介 しま しょ う。

「わた しは20年 以上 もの 問， 自分が

独 身で あ る こ とへ の教 会 員 の思 いや り

「



皆さん一人一人に何かしら神から受け

継いだものがあることを，決して忘れ

ないようにしてください。

の な さに 耐 え て きま した 。 わ た し は

仕 事 の 関 係 で 国 内 各 地 を転 々 と し ま

した が ， そ れ ぞ れ の 地 元 の 教 会 の 活

動 に 参 加 す る に 当 た って 様 々 な レベ

ル の 歓 迎 を受 け ま した 。 温 か くて 気

さ く な歓 迎 か ら非 常 に冷 た い 無 関 心

の 態 度 ま で で す 。 また ， わ た し に ど

う接 した ら よ い か 分 か ら な い と こ ろ

か ら来 る不 快 感 とい った もの が 見 ら

れ ま した 。 あ る ワー ドで は ， 教 会 員

が わ た しが 集 わ な い こ とを望 ん で い

る よ うに強 く感 じ ま した。 そ れ が6か

月 間 続 い た後 で よ うや く，不 承 不 承

な が ら も受 け入 れ て も らっ て い る と

い う感 じ に変 わ り ま し た。 で もそ れ

は ， なか なか 出 て 行 こ う と しな い 厄

介 者 だ か ら我 慢 し な け れ ば な ら な い

とい う受 け入 れ方 な のです 。」

これ が事 実で あ れ ば，悲 劇 です 。教

会 のすべ て のユ ニ ソ トの 中 にな けれ ば

な らな い精神 へ の裏 切 りです。 皆 さん

の よ うな男性 女 性 は偉 大 な才 能 を持 っ

て いて ，教 会 の ほ とん どす べ て の ワー

ドにお いて 教育 と指導 性 の質 を高 め る

た め に貢献 す る こ とが で きます。 監督

をは じめ とす る教 会 の指導 者 が一 人一

人 の教 会員 を温 か く歓 迎 し， そ の才 能

を生か す よ う指 導 す るの は，教 会 全体

に課 せ られ た責任 です。

この よ うに， わた した ち は既 婚 者 や

独 身者 と して で は な く， 教会 員 と して

分類 され るべ きです。 同 じ注 目 と同 じ

思 いや りを受 け ， 同 じ奉 仕 の機 会 を与

え られ る存 在 としてで す。

神性を認める

わた した ち は それ ぞ れ が 神 の 息子 ，

娘 ， 個 性 の あ る男 性 ， 女 性 で あ っ て ，

外 見 や行 動 の似通 った者 の 集 ま りで は

あ りませ ん。 わ た した ち はすべ て ，考

えた り， 理 由づ け を した り，望 む な ら

ば惨 め にな った りす る能力 が 同 じよう

に備 わ って い ます。 幸 福 に な りた い ，

愛 し愛 され た い との望 み は同 じなので

す 。 わ た した ちは 同 じ痛 み と感受性 と

情 緒 に左 右 され ます。
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皆 さん一人 一 人 に何 か し ら神 か ら受

け継い だ ものがあ ることを，決 して忘れ

ない ように して くだ さい。皆 さんは神 の

息子，娘 であ り，神 のす ば らしい遺 産で

す。そ う した 自分 を決 してないが しろ に

す ることの ない ように願 ってい ます。

この会 と同 じよ うな場 で わ た しは，

昔 の 自分 自身 の体験 につ いて 話 した こ

とが あ ります。 あ る晩 ， 妻が 女性 の 問

で 「シャ ワー」 と呼 ばれ てい る集 ま り

(訳注 結 婚 や 出 産 を控 えた 人 に贈

り物 をす るパ ー テ ィー)に 出 か けて い

て，わた し一 人が家 に残 って い ま した。

わた しは照 明 を落 と して レコー ドをか

け ま した。 ベ ー トーベ ンのバ イ オ リ ン

協 奏 曲で す 。薄 暗が りの 中で そ の曲 を

聞 きなが ら，一 人 の人 間 に よ くぞ これ

だ けの作 品 が書 け た もの だ と驚 き ま し

た。 ベー トーベ ン もわた しと同 じ，一

人の 人 間 なので す。 わた しは ベ ー トー

ざ ンの身 長 や肩 幅， 髪 の毛 の量 は知 り

ませ ん。 で も， わ た した ち とそ んな に

変 わ って は い なか った はず です 。 空腹

を覚 え， 痛 み を感 じ， わ た した ちが経

験 す るす べ ての ， いや そ れ以上 の問題

を経 験 し て い た の で は な い で し ょ う

か。 しか し，霊 感 に満 ち た この人物 の

頭脳 か らは偉 大 な作 品が 創作 され ， そ

れが長 年 に わた って 世界 中 の人 々に慰

め を与 え てい るの です 。

わ た しは人 間 の心 と体 に驚 きを覚 え

ます。 皆 さんは 自分 自身の体 の驚 くべ

き機 能 につ いて思 い をはせ た こ とが あ

ります か 。物 を見 る 目， 音 を聞 く耳 ，

話 をす るた めの声 。 これ まで作 られた

どん な カメ ラ も，人 間.の目 とは比べ も

の に な りませ ん。 これ まで考 案 された

ど ん な コ ミュ ニケ ー シ ョンの 手段 も，

人 間 の声 や 耳 ほ どの働 き は で き ませ

ん。 い か な るポ ンプ も， 人 間の心 臓 の

よ うに長 い間 ，効 果 的 な働 き をす る こ

とはで きませ ん。 また， いか な る コ ン

ピュ ー タ ーや ほか の 科学 的 な創 造 も，

人 間の頭 脳 には 匹敵 し得 ませ ん。 皆 さ

ん は何 と驚 くべ き存 在 で しょ うか。皆

さん は昼 には物 を考 えて ，夜 に は夢 を

見 る こ とが で きます 。 話す こ と も聞 く

こ と もにお い をか ぐこ と もで き ます 。

指 を見 て くだ さい。 指 の動 きを機械 的

に どん な に精 密 に再 生 し よ う と して

も， そ れ は ぎこち ない ， ほん の一 部 の

動 きで しか あ りませ ん。次 に指 を使 う

ときは，その動 きを よ く見 て くだ さい。

そ して その不 思 議 さ.を感 じ取 っ て くだ

さい。

皆 さんは神 の 子 です 。神 の被 造物 の

中で最 も偉 大 な存 在 で す。 主 は地球 を
やみ

創 造 され た後 ，す な わち闇 と光 を分 け，

水 を分 け，植 物 と動 物 の王 国 を造 られ

た後 ，男 と女 を創 造 され ま した。繰 り

返 します 。 どうぞ 自分 自身 をない が し

ろに しない で くだ さい 。皆 さんの 中 に

は 自分 は魅 力 的 で ない とか ， 自分 に は

才 能 が ない とか 思 って い る方が お られ
れんびん

るの で はな いで し ょうか。 自己憐 欄 と

い う無 駄 な世 界 を さ まよ うの はや め ま

しょ う。 世界 に名 の 知 られ た宣教 師 の

中で最 も偉 大 な 人物 パ ウ ロは， 背が 低

く， ロー マ人特 有 の大 きな鼻 といか つ

い肩 を した 鼻 声 の 人物 と言 わ れ て い

て ， その特 徴 の どれ もが ， あ る人 々 に

とっ て は魅 力 に欠 け る もの となっ てい

ます。 アメ リカ最 大 の英雄 工一 ブ ラハ

ム ・リ ンカ ー ンは悲惨 なほ.どの不 器 量

な人 で した。 しか し， その彼 の偉 大 な

心 と頭脳 か ら， ほか の ほ とん どの人 が

ロ にす るこ との なか っ た偉 大 な 言葉 が

語 られ たの です 。
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自分 を さげす ん だ り，悲 観 的 な 目で

見 た り， 自分 を過度 に責 め た りす る こ

との な い よ うに しま し ょう。決 して人

を笑 い物 に しない で くだ さい。 交 わ る

す べ て の人 々の 生活 の 中 に徳 を見つ け

てい くよ うに しま し ょう。

祝福とチャレンジを主に感謝する

わた しが今 よ り も もっ と若 い こ ろ，

「い い点 を強 めて 」 とい う タイ トルの

ポ ピュ ラー ソ ングが あ りま した 。人格

や 人 間的 な魅 力 ，人 と うま くや っ てい

け るか ど うか を左 右 す るの は， ほか の

何 よ り も増 し て態 度 で す 。 聖 典 に は

「人 は そ の心 に思 うそ の ま ま であ るか

らだ」(欽 定訳 箴 言23：7)と あ ります 。

結 婚 を希 望 す る独 身 の 兄 弟 姉 妹 の

皆 さ ん に ， わ た しは こ う 申 し上 げ た

い と思 い ます 。 望 み を 全て な い で

だ さい をや め て は い1せ ん。
はんりよ

しか し"と な る を つ レ る こ

と ばか に な を られ て い1ま

盤 。 そ の こ と を忘 れ て ， ほか の こ

と を一 生 懸 命 す る よ う に な る と， 良

い 相 手 に 巡 り会 え る可 能 性 が 飛 躍 的

に高 くな ります。.

新 聞 の 「ア ビ ー 様 へ 」 の 欄(訳

注 『シ カ ゴ ・トリ ビ ュ ー ン』 紙

〔ChfcagoTrfbロ ηe〕の投 書欄)か ら少

しご紹介 し ま しょ う。

「男性 に も女性 に も好 かれ る方 法 は

次 の とお りで す。 親切 で あ る こ と。正

直 であ る こ と。気 転が 利 くこ と。 とて

もかわ いい とは言 え ない(ハ ンサ ム と

は言 えない)人 は身 だ しなみ を よ く し

て趣 味 の よい もの を身 に付 け， いつ も

姿 勢 を よ くす る よ うに注意 し， ほほ え

一 と。
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体 と心 を清 潔 にす る こ と。 頭が 良 く

なけれ ば人 一 倍努 力す るこ と。 ス ポー

ツが得 意 で なけれ ば スポ ー ツマ ンシ ッ

プ を十 分 に発揮 す るこ と。何 か 一つ 秀

でた もの を持 つ こ と。 ダ ンス も歌 もだ

めな ら楽器 を習 う こと。

自分 な りの 生 き方 を しなが ら もルー

ル は守 るこ と。親 切 な言 葉 や思 い や り

の行為 を惜 しまず ，逆 に辛 口の批 判 は

避 ける こ と。 … … これ を行 え ば，後 で

よか っ た と思 う は ず で す 。」(『 シ カ

ゴ ・トリ ビュー ン』1991年3月17日 付 ，

6)。

わ た しはで きれ ばす べ ての女 性 がす
はんりょ

ば ら しい男性 と，す な わ ち伴 侶 と して

生活 す る うえで ふ さわ しい 人， 妻 と し

て の皆 さん だ けで な く皆 さん の も とに

生 を受 け る者 た ち の面倒 を よ く見 る働

き手 ，家 族 の守 り手 ，力 の 源 ，い つ も

愛 しい たわ って くれ る伴 侶 た るべ き人

と結 婚 して ほ しい と願 って い ます 。 ま

たす べ ての男 性 が ， 自分 を愛 して くれ

る人，慰 め励 ま して くれ る人 ，読 書 を

しよ く考 える人 ， 自分 だ けで な く相手

の 長所 もよ く理 解 し積極 的 に認 めて く

れ る人 ， 自分 の本音 を打 ち明 け られ る

人 ，不 死不 滅 と永 遠 の命へ と通 じる 人

生 の道 を並 ん で歩 け る人 と永遠 の伴侶

にな って ほ しい と思 い ます 。 しか し残

念 なが ら， 物事 はいつ もこ の よ うに う

ま くはい きませ ん。 うま くいか ない こ

とが多 いの です 。

結婚 は高 度 な忍耐 を必要 と します 。

わた した ちの 中 には その忍 耐 力 を養 わ

な けれ ば な らな い人 もい る で し ょ う。

わた しは次 のジ ェ ンキ ンス ・ロイ ド ・

ジ ョー ンズ氏 の言 葉 が好 きで， だい ぶ

前 に新 聞か ら切 り抜 きを してお きま し

た。彼 はこ う言 ってい ます 。

「ドラ イ ブ イ ン ・シ ア タ ー(訳

注 自動車 に乗 った ま ま映画 を見 る

こ との で きる施 設)で 手 を握 り合 って

キ ス をす る わた した ち の若 人(男 女)

の多 くに は迷信 が あ る ようだ 。彼 らは

結婚 とは いつ まで も枯 れ る こ との な い

タチア オ イで 囲 まれた 別荘 の ような も

の で，永 遠 にハ ンサ ムな夫 が永 遠 に美

しい妻 の も とに帰 宅す る もの だ と思 っ

て い る。 しか し， タチ アオ イ もや が て
けんたい

は枯 れ ，倦 怠 感 と請求 書 に直面 す る と，

離婚 訴 訟 のた めの 法廷 が ご った返 す の

だ ……。

〔結 婚生 活 にお い て〕 無上 の喜 びが

得 られ る の は ご く普通 の こ とだ と思 う

人 はだ れ で も，そ れが 奪 わ れて しまっ

た と叫 び 回っ て無駄 な時 を過 ごす。

〔現 実 は〕 ほ とん どの パ ッ トは ホー

ル イ ン しない 。軟 らか なス テー キ はあ

ま りない し， 子供 だ っ て大 人 にな って

み れ ば ほ とん どが ご く普 通 の 人 間 だ。

結 婚生 活 で成 功 して い る人 は， お互 い

に高 い レベ ルで の忍耐 を示 し合 っ てい

る。 そ うで なけ れ ば，結 婚生 活 の 中で

行 わ な けれ ば な らない ほ とん どの こ と

は，つ ま らない こ とが 多 い… …。

人生 とは古 き良 き時代 の列 車 の旅 の

よ うな もの だ。遅 れ ，列 車交 換 の ため

の待 ち合 わせ ，煙 ， ほ こ り，す す ，揺

れ。美 しい風 景 や胸 のす くような ス ピ

ー ドを味 わ うの は ほん の まれ で しか な

い 。

肝 腎 な の は ， こ の 人 生 と い う 列 車 に

乗 れ た こ と を 主 に 感 謝 す る こ と だ 。」

("BigRockCandyMountains"

Desere亡News「 ビ ッ グ ロ ッ ク ・キ ャ

ン デ ー マ ウ ン テ ン ズ 」 『デ ゼ レ トニ ュ

ー ズ 』1973年6月12日 付
，A4)

こ の 世 の 人 生 に あ っ て ， 結 婚 を 経 験
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す る 人 もいれ ば そ うで ない 人 もい る と

い う現 実 を直 視 しま し ょう。結 婚 を経

験 す る人 に とって は， 人生 とは 自 らを

何 の条 件 もな く完全 にさ さげ る こ とを

意 味 します。 全 身全 霊 を もっ て こ とご

と く忠 誠 を尽 く さな け れ ば な り ませ

ん。 それ は永 遠 に続 く聖約 で あ り，伴

侶 と しての 関係 は常 に心 を配 り養 っ て

いか な けれ ばな らない もの なの です 。'

熱心に善いことに携わる

結婚 を経験 され ない方 々 に 申 し上 げ

な けれ ば な らない の は， この 人生 の現

実 に正面 か ら立 ち 向か って ほ しい とい

うこ とです 。 しか し，独 身の状 態 が続

く とい うこ とは，機 会 や チ ャ レ ンジや

大 きな報 い か ら見放 され た状 態 を意 味

す る もので はあ りませ ん。
いや

多 くの人 に とって ，孤独 を癒す 最 良

の薬 は，人 の ため に働 くことだ と思 い

ます 。皆 さん の問 題 を過小 評 価す るわ

け で はあ りませ ん が ，そ れ よ りも深 刻

な 問題 を抱 えてい る人が た くさんい る

とい う こ とをあ えて 申 し上 げ ます 。 そ

の ような人 々 に手 を差 し伸 べ ，助 け と

励 ま し を与 えて くだ さい 。 わず か な気

配 りや励 ま しが ない ため に， 暗 い学 校

生活 を送 って い る少 年少 女が 非常 に多

くい ます。 苦痛 ， 孤独 ， 不安 の 中 で生

活 して い る高 齢 者 の 方 々が い ます が ，

そ の 多 くは簡 単 な会 話 が あ る だ け で，

あ る程 度希 望 や喜 び を感 じ られ る ので

す 。

自己 を捨 て て人 々の た めに奉 仕 して

くだ さ い 。 イ エ ス は言 わ れ ま した 。

「自分 の命 を救 お う と思 う者 は そ れ を

失 い …… 自分 の命 を失 う者 は ，そ れ を

見 い だ す で あ ろ う。」(マ タイ16：25)



、

人生 に行 き詰 ま りを感 じた ら， 重苦 し

い孤 独 感 に襲 わ れた ら， 自分 は価値 の

ない人 問 だ と感 じた ら， 出 て行 って 自

分 よ りも惨 め な生 活 を して い る人 を捜

して くだ さい 。 た くさん の 人が見 つ か

るで しょう。目の不 自由な人 の ため に，

お年 寄 りのた め に本 を読 ん であ げ て く

だ さい。 希 望 を失 って い る 人 を助 け，

悲 しんで い る人 に慰 め を与 えて くだ さ

い。 貧 しい人 々 に皆 さん が持 ってい る

物 の 中 か ら少 し を差 し上 げ て くだ さ

い。 物 を分 か ち合 え ば世 の 中 は皆 さん

に とって もっ とす て きな， も っ と喜 び

の多 い場 所 と な る はず で す。 「神 に頼

って生 きる よ うに しな さい。」(ア ルマ

37：47)わ た した ち にで きる こ とで，

す ば ら しい報 いが得 られ る もの がた く

さんあ るの です 。

最 近 わた しの もと にユ タ少 年 院の会

報 が送 られて きま した。 そ こに マイ ク

とい う少年 の話 が 載 って い ま した。書

い たの は少 年裁 判所 の判 事 です 。

「マ イ クは9歳 の と きか ら車 を寝 ぐら

にす る よう にな り， ギ ャ ング と もか か

わ り，危 険 な武 器 を も手 に し始 め た。

州 の機 関 は彼 を更 正 させ る こ とはで き

な か った6そ こで 援助 を申 し出 たの が

ユ タ少 年 院で あ る。ユ タ少 年 院 はマ イ

クの命 を救 った。 少年 院 はマ イ ク に住

む場 所 を提 供 し，価 値 観 と標準 を教 え

た。 環境 は一変 し，住 む世 界 も変 わ っ

た マイ クは，今 は もう少年 院 を出て 立

派 に生活 してい る。」

マ イ ク 自身 の手 紙 も載 って い ま した，

わたしたち一人一人には学び続けると

いう偉大な可能性があります。

こ う書 いて い ます 。

「こ んに ちは。 マ イ クです 。 ぼ くは

小 さい こ ろ，悪 さばか りや ってい まし

た。 悪 い仲 間 に入 って い ま した。 それ

か らここ に来 ま した。 ここ に来 られた

こ とを うれ し く思 って い ます 。 こ こに

来 な けれ ばず っ と悪 い仲 間 と一 緒 で ，

問題 を起 こ し続 け てい たか らで す 。 こ

こ に来 てほ ん と うに うれ しい です 。 ク

リス や デル フ ァの ようない い 人 と会 え

た か らです 。 ぼ くも今 は家 族 が い て ，

楽 し くや っ て い ま す 」(ユ タ少 年 院 ，

N6wBegゴ ηη加gsRoα ηd一乙加 『新 た な

始 ま り』1996年 秋 季 ，1)。
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傷 つい てい る 人は た くさん い ます。

彼 らはそ の傷 に包 帯 を して宿 屋 まで連

れ て行 って くれ る良 きサマ リヤ人 を求

め てい ます。 困 っ てい る人 に は小 さな

親切 が大 きな祝福 とな り， また親切 な

心 を示す 人 の心 に も良 い気 持 ち を もた

ら します 。

続けて学ぶ

も う一 つ覚 えて おい て いた だ きた い

こ とが あ り ます 。 わ た した ち一 人 一

人 に は 学 び 続 け る とい う偉 大 な可 能

性 が あ る とい う こ とで す 。 重 い病 気

に か か っ て い な い か ぎ り， わ た した

ち は年 齢 に関 係 な く読 書 を し，勉 強

を し， す ば ら しい 人 々 の 著 した もの

を心 ゆ くまで味 わ う こ とが で きます 。

ジ ョ シ ュ ア ・リー ブ マ ン博 士 は こ う

語 って い ます。 「偉 大 な こ とは， 生 き

て い るか ぎ り成 長 す る と い う特 権 を

得 て い る こ と で す 。 新 しい技 術 を学

ん だ り， 新 し い仕 事 に 着 手 し た り，

新 た な 目 的 の た め に献 身 した り， 新

た な友 人 を作 っ た りす る こ とが で き

ます 。 そ こ で ， 自分 た ち に は 得 手 不

得 手 が あ る とい う事 実 ， また 天 才 は

ほ と ん ど存 在 しな い ， ほ とん どが 中

くら い の 人 だ とい う事 実 を 受 け入 れ

た う え で ， 自分 た ち は 変 わ れ る し変

わ らな け れ ば な ら な い の だ とい う こ

とを心 に留 め ま し ょ う。 わ た した ち

は死 ぬ そ の 日 まで 成 長 す る こ とが で

きます 。 自分 自 身 の 内 にあ る 隠 れ た

宝 を掘 り当て るの です 。」

この教会 の会 員 であ る わた した ち に

は，主 か らの驚 くべ き約 束 があ ります。

主 は こ う言 わ れ ま した。 「神 か ら出て

い るも のは光 で あ る。光 を受 け，神 の

うち にいつ もい る者 は， さ らに光 を受

ける。 そ して ， その光 は ます ます輝 き

を増 して つい に は真昼 とな る。」(教 義

と聖約50：24)。

何 とす ば ら しい言 葉 で しょうか。 こ

れ は わた しの好 きな聖 句 の 一 つ です 。

この 聖句 に は， 成長 ，進 歩 ，神 へ と通

じる道 を進 む こ とが 語 られ て い ます 。

そ して この聖 句 は， 以下 の偉 大 な宣 言

と対 を成 す もの です 。 「神 の 栄光 は英

知 で あ る。言 い換 えれ ば， 光 と真理 で

あ る。」(教 義 と聖 約93：36)「 も しあ

る人 が精 励 と従1頂に よっ て， この 世 で

ほか の人 よ り も多 くの知 識 と英 知 を得

る な らば， 来 るべ き世 で それ だ け有利

に な る。」(教 義 と聖 約130：19)「 わ た

した ちが この世 にお いて得 る英知 の 一

切 は，復 活 の 時 にわ た した ち と ともに

よみが え る。」(教 義 と聖 約130：18)

これ らの驚 くべ き言葉 に秘 め られ た

チ ャレ ンジは ，何 と深 い 意味 を持 って

い る こ とで し ょう。 わた した ちは続 け

て 成長 しな けれ ば な りませ ん。続 けて

学 ば なけ れ ばな りませ ん。続 けて知 識

を増 し加 えて い くこ とは，神 か ら授 け

られ たわ た したち の務 め だか らです 。

わた したち には イ ンス テ ィテユ ー ト

の クラス や大 学 の公 開 コー ス，教 育 週

間 な どた くさん の機 会が 与 え られ てい

て， そ こで学 び，人 々 と意見 を交換 す

る こ とに よ り， わ た した ちの 内 には驚

くべ き能 力 の蓄 えが あ る こ とに気づ く

で しょう。

学 ぶ に遅す ぎる こ とはあ りませ ん 。

わ た しは この こ とを心 か ら信 じて い ま

す。 ヒ ンク レー姉妹 もわ た し も年 を取

りま した。 二人 と も80代 半 ばです 。 で

もわた しは，妻 の読 書 好 きには ほん と

うに驚 か され てい ます 。新 聞 を1日 に2
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種 類 読 み ， 雑 誌 に 目 を通 し， 『モ ル モ

ン書』 と 『教義 と聖約 』 を熱 心 に読 ん

で い ます 。 そ れ に加 え て 先 日の夜 は，

分 厚 い伝 記 を読 ん でい ま した。

様 々 な分 野の 書物 を読 むこ と以上 に

会話 を魅 力 的 に して くれ る もの は あ り

ませ ん。主 はわ た した ち にこ う言 って

お られ ます。 「最 良 の 書物 か ら知 恵 の
へ

言葉 を探 し求 め ，研 究 に よっ て， また

信仰 に よっ て学 問 を求 め な さい。 あ な

たが た 自 らを組織 しなさい 。 ……怠 惰

であ るの をやめ な さい。」(教 義 と聖約

88：118-119，124)。

最 良の書 は聖典 です 。 主 は言 われ ま

した。 「聖文 を調 べ な さい 。 あ な た が

た はそ の中 に永 遠 の命 が あ る と思 っ て
あかし

い るが， これ はわ た しにつ い て証 をす

る もので あ る。」(欽 定訳 ヨハ ネ5：39)

教 会 の機 関 誌 を読 んで くだ さい。 ほ か

に も読 んで た め にな る ものが た くさん

あ ります 。読書 は心 を研 ぎ澄 ま します 。

知性 に磨 きを か け ます 。 わた した ちの

時代 の み な らず 歴代 の偉大 な人 々の 思

い に触 れ る こ とに よ り，皆 さん の語 る

言 葉 は もっ と豊 か に な る こ と で し ょ

う。

で も，何 を読 む か に注 意 して くだ さ

い。 疫病 を避 け る よ うにポ ル ノグ ラ フ

ィー を避 けて くだ さい。 ポ ル ノグ ラ フ

ィー は死 に至 る病 気 と同様 に危 険 だか

らです 。汚 らわ しい 言葉 を避 けて くだ

さい。 また， 多 くの テ レビ番 組 ， ビデ

オ，風 俗雑 誌 ， 電話 によ る風 俗 情報 に

見 られ る，人 を誘 惑 す る卑 しい情報 を

避 け て くだ さい 。 わた しが 申 し上 げ て

い る こう したわ いせ つ な情 報が ，今 や

イ ン ター ネ ッ トで見 られ る よ うにな っ

てい ます 。 これ らは皆 さん に何 の 利益

ももた らしませ ん。 皆 さん を破 滅 に 陥
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れ る だけで す。

もう一 つ 申 し上 げ ます 。 最近独 身の

男女 だけ で旅行 を した り，遠 い所 を訪

問 した りす る こ とが増 えて い ます。 そ

う した行為 は危 険 をい っぱ い には らん

で い ます。 独 身 の男女 が そ う した状 況

にあ る と き， どれ だ け無 防備 か を理 解

して くだ さい。 火 遊 び を して もや け ど

は しない か ら と思 っ てお られ るか も し

れ ませ ん。 そ れ は， わた しか ら言 わせ

れ ば危 険 な考 え です。 皆 さんが持 って

お られ る最 も大 切 な もの に忠 実 であ っ

て くだ さい。 そ して妥 協 を求 め られ る

よ うな状況 に遭 遇 した と きには ，鋼 鉄

の ような 自制心 を働 かせ て くだ さい。

兄 弟 た ちに 申 し上 げ ます 。勝 手気 ま

まな振 る舞 い をす る権 利 は皆 さん には

あ りませ ん。神 の神 権 を持 つ 人が 人 を

不 道 徳 な行 い に誘 うこ とは， あ って は

な ら な い こ とで す 。 自制 心 を働 かせ

て 思 い を コ ン トロ ー ル し， 衝 動 を抑

え る こ とは ， ど う して も必 要 な こ と

です 。

教会で奉仕する

皆 さん全 員 に申 し上 げ ます 。教 会 の

中 での奉 仕 へ の招 きはすべ て 受 け入 れ

て くだ さい 。 そ して この栄 光 あふ れ る

主 の業 にあ って ，誠実 かつ 忠 実 であ り，

忠誠 と支持 を怠 らな いで くだ さい。 わ

た した ち一 人一 人 が この偉 大 な大 義 と

皆さん全員に申し上げます。教会の中

での奉仕への招きはすべて受け入れて

ください。

王 国 の一 翼 を担 っ てい るの です 。 この

全 能者 の業 に は，怠 け者 や批 評 家 ，悲

観 論者 のい る余 地 はあ りませ ん。 ク ラ

ス を教 えて くだ さい。 それ は少 年少 女

を立派 な男性 と女 性 に成 長 で きる よう

に方 向づ け をす る こ とに な ります。 プ

ロ ジェ ク トが あっ た ら進 ん で参 加 を 申

し出 て くだ さ い。 そ して最 も大切 な こ

とと して，普 段 の人 知 れ ない生 活 の中

で，主 が 皆 さ んに与 えて くだ さっ た善

を反 映 させ る よ うな行動 を取 りま しょ

う。皆 さん はす ば らしい国 に ， しか も
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世界の歴史の中の偉大な時期に生を受

けました。皆さんは回復された福音の

知識や教会員としての資格，主の業へ
あかし

の心か らの証 を祝福 と して得 た ，比 較

的少数 の人 々 に数 え られ るの です。

よ く祈 って くだ さい。 皆 さん一 人一

人が朝 晩 ひ ざ まず い て， 主 に感 謝 の気

持 ち を 述 べ て い た だ け れ ば と思 い ま

す。 ま た義 にか な った心 の望 み を主 に

話 して くだ さい。 そ して，助 け を必 要

と して いる人 ，悲 しん でい る人 の ため

に祈 っ て くだ さい。

ひ と り親 の 兄弟 姉妹 の皆 さん に特 別

な感 謝 の気持 ち を申 し上 げ た い と思 い

ます 。皆 さん の重荷 は大 変 な もので す 。

わ た したち は それ を知 って い ます 。皆

さんの悩 み は深 い ことで しょう。 経済

的 に楽 に なる こ とはあ りませ ん。 時 間

的 に も楽 にな る こ とはあ りませ ん。 ど

うぞ最 善 を尽 くして， あ とはお子 さん

が 恵み と理 解 と， そ して最 も大切 なこ

と と して， 信仰 の うち に成 長 す る こ と

が で き るタ うに， 主 に助 け を願 って く

だ さい 。そ れ を行 え ば， ひ ざ まず い て

目に涙 をい っぱい た め なが ら，主 が授

けて くだ さ った祝福 に感謝 す る 日が訪

れ るで し ょう。
はんりよ

伴侶 に先 立 たれ た年 配 の兄弟 姉妹 ，

皆 さん は貴 重 な存 在 です 。皆 さん は長

い人生 を送 り，経 験 が豊 か です。 酸 い

も甘 い もかみ 分 けて こ られ ま した。 痛

みや悲 しみ， 孤独 ，恐 れの多 くも経験

済み です 。 しか し同時 に， わた したち

の父 な る神 はわ た した ちが 困 って い る

ときに は決 して見 捨 て る こ とはな さ ら

な い との心地 よい，何 もの に も代 え難

い確信 もお持 ちです 。皆 さんの これか

らの 日々が安 らか であ る よ うに願 って

い ます。 天 か らの祝福 があ ります よ う

に。 過去 の思 い 出 の数 々か ら慰 め と力

を得 られ るよ うに願 って い ます。また ，

皆 さんが そ の成 熟 した愛 と思 いや りを

もって ，失 意 にあ る人 々 に手 を差 し伸

べ ，援助 して くだ さ る こ とをお願 い い

た します 。

兄 弟姉 妹 の皆 さん ，試練 を超 えた と

ころ を見 て くだ さい。 人 の苦 しみ を和

らげ る努 力 をす る ことに よ り， 自分 の

苦 しみ を忘 れ る よ うに しま し ょう。機

会が あ れ ば人 々 と交 わ りまし ょう。 そ

うす る こ とは大 切 です 。 わた した ちに

は話 し相 手 が必 要 です し，心 の思 い や

信仰 を分 かち合 う人 がい な けれ ば な り

ませ ん。友 達 を作 っ て くだ さい。 まず

自分 が 相手 に とって 良い友 達 にな る こ

とか ら始 め ま しょ う。

重 荷 を主 と分 か ち合 い ま し ょう。 主

はわ た した ち一人 一 人 に こ う言 っ てお

られ ます 。 「す べ て 重荷 を負 うて 苦 労

して い る者 は， わた しの も とに きな さ

い。 あ なたが た を休 ませ てあ げ よ う。

わ た しは柔和 で心 のへ り くだ った者

であ るか ら，わた しの くび きを負 うて ，

わた しに学 び な さい。 そ うす れば ，あ

なた が たの魂 に休 み が与 え られ るであ

ろ う。

わ た しの くび きは負 い やす く， わ た

しの荷 は軽 いか らで あ る。」(マ タ イ

11：28-30)

提案 をい た します。 家 族歴 史 の業 を

始 めて くだ さい。 その と りこに な るは

ずで す。

いつ も， どの よ うな状況 にあ って も，

神 殿 推薦 状 を受 け ，そ れ にふ さわ しい

生活 を して くだ さい。 皆 さ ん一人 一 人

が神 殿推 薦状 を受 け てお られ る と思 い

ます 。 も しまだで あ れ ば，生 活 を正 し

て 主 の家 に入 る資 格 を得 て くだ さい 。
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定期 的 に神 殿 に参 入 しま し ょう。神 殿

で は 自分 で は何 もで きない 人 々の ため

に助 け をす る こ とが で きます。 そ して

神殿 を出 る と きは いつ も， 入 った と き

よ り ももっ と善 い人 間 となっ て 出て来

る こ とが で きます。 皆 さんが財 布 やハ

ン ドバ ッ グに入 れ てお られる神 権推 薦

状 は，皆 さんが 守 られ て い る こと を思
へ

い 出 させ て くれ る も の とな る で し ょ

う。 また， 皆 さん が 身代 わ りで行 わ れ

る業 は ， ほかか らは決 して得 られな い

大 きな満 足 を もた ら して くれ る はず で

す。
Pさて

，'もう一 つ だ けお話 し します 。
こうまん

わ た した ちに は傲慢 さや利 己 心 はあ っ

て は な りませ ん。 主 は啓示 の 中 で こ う
けんそん

言 わ れ ま した。 「あ な た は謙 遜 で あ り

なさい 。 そ うす れ ば ，主 な るあ なた の

神 は手 を引 い て あな た を導 き， あ なた

の祈 りに答 え を与 えるで あ ろ う。」(教

義 と聖約112：10)わ た しは この こ と
なら

を信 じて い ます。 皆 さん もこれ に倣 っ

て い ただ けれ ば と思 って い ます 。

最 後 に， わ た した ちが皆 さん を心 か

ら愛 して い る こ とを知 って い ただ きた

い と思 い ます 。皆 さん に対 して尊敬 と

信 頼 を抱 い てい る こ とを ご理 解 くだ さ

い。 わた しは 自分 に託 され て いる権 能

の範 囲 に従 って皆 さん を祝福 いた しま

す 。 信 仰 と義 の道 を歩 まれ る と きに ，

た くさん の幸 福 が得 られ ます よ うに ，

必 要 な 物 質 的 な 恵 み が 頂 け ます よ う

に。考 えて い るこ とや感 じて い る こと

を分 か ち合 え る友人 に恵 まれ ます よう
あがな

に。 そ して世 の 蹟 い主 の愛 を味わ うこ

とが で き ます よう に。□

1996年9月22日 ，ソル トレーク ・タバ ナク

ルで の説教か ら。
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「知識の言葉」
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「別の人には，知識の言葉が与えられ

る。それは，すべての人が教えられて

賢 くなり，また知識を得るためであ

る。」(教義と聖約46：18)

み たま たまもの

す 詣蕪 螺翔よ談濃
け， また伝 え られ ます 。 モ ロナ イは こ

う教 え てい ます 。 「聖霊 の力 に よって ，

あ なたが た はす べ ての こ との真 理 を知

るで あ ろ う。」(モ ロナ イ10：5)

知識は喜びをもたらす

わ た した ちが得 る こ との で きる最 も

重 要 な知 識 は，神 と御 子 イエス ・キ リ

ス トを知 る知 識 で す(ヨ ハ ネ17：3参

照)。 主 を知 ろ う と患 実 に求 め る者 は ，

「啓示 の上 に啓 示 を，馳知識 の上 に知 識

を受 けて ，∵ …喜 び を もた ら し永遠 の

命 を もた らす もの を知 る こ とが で きる

よ う に な る で あ ろ う」(教 義 と聖 約

42：61) 、と，主 は約 束 されて い ます。

あ る教 会 員 は， 「モ ル モ ン書』 を2度

目に読 ん だ と き， この賜 物 を受 け ，約

束 され た喜 び を受 け ま した。1度 目は，

で きるだ け早 く読 み終 える ため に， た

だ ざ っ と読 み ま した 。 で も2度 目 は

『モ ルモ ン書』 が教 え る こ と を理解 し

た い とい う願い を もって読 み ま しだ。

「読 ん でい くうち に，新 しい考 えが

心 に浮 か んで きま した。 そ して ，読 ん

だ こ と とわた しが経 験 した こ と との つ

なが りが 分 か る よ うにな りま した。 自

分 を どの よ うに 改 善 す る 必 要 が あ る

か， 気が つ きま した。 で も， しか られ

てい る とい うよ りは，愛 され て い る と

い う気持 ちを感 じま した。 わ た しの心

は喜びにあふれまし鵡 」

研究と信仰を通して知識を求める

神 につ い て の知 識 を求 め る際 に は ，

「神 の 思 い も，神 の御 霊 以外 に は， 知

る もの は ない」(1コ リ ン ト2：11)と い

うこ とを忘 れて は な りませ ん。 御霊 は
あかし

ほか で は見 いだ す こ とので きない証 と

知 識 を与 え て くれ ま す(1コ リ ン ト

12：3参 照)。

こ うい う訳 で， 主 はわ た した ち に，

「研 究 に よ っ て， また 曇 に よ って 学

問 を求 め な さい」(教義 と聖 約88：118，

下線 付 加)と 勧 告 されて い ます 。研 究

.による学習 は頭 と関 連 し ます が ，信 仰

に よる学習 は霊 と関連 し ます 。 ア ンモ

ンが ラモ ー ナイ王 を非 常 に驚 かせ た福

音 の知 識 を得 た の も， この よ うな方 法

に よる もので した。 ア ンモ ンは この よ

うに述 べ て い ます 。 「そ の御 霊 の 一 部

が わ た しの内 に とどま って いて ，神 に

対 す る わ た しの 信 仰 と望 み に応 じて ，

訟 」ン・一・・一
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理解 と力 を与 え て くれ るの です。」(ア
ー
ル マ18：35)

また 主 は わ た した ちに ， 「研 究 して

学 び， すべ て の良 い書 物 に通 じ， また

もろ もろ の言語 と国語 と民 族 に通 じる

よ うに」(教 義 と聖 約90：15。88：79

も参 照)と 期 待 されて い ます。

ツ ル トレー ク ・シ テ ィー に住 むハ イ

デ ィ ・ハ リス姉 妹 は 『モ ルモ ン書 』 を

研 究 したい と思 い ま した が，学 校 の勉

強 が忙 し くてで きな い と思 い ま した。

あ る晩 ，数 学 の問 題が 解 け な くて困 っ

た と き，信 仰 を行使 し，助 けを祈 り求

め ま した。祈 り終 え る と， まず 『モ ル

モ ン書』 が 目に入 りま した。彼 女 は こ

の よ うに述 べ て い ます。 「そ れ を手 に

取 る と，読 み始 め ま した。 … …ニ ー フ

ァイ第一 書 の一 つ の章 を読 み終 え， わ

た し を悩 ませ てい た数 学 の問題 に再 び

取 り組 み ま した。 す る と， 解 けた ので

す 。」

数 週 間 『モ ル モ ン書 』 を読 ん だ後 ，

ハ イ デ ィ の 成 績 が 良 くな り ま した 。

「もち ろ ん そ れ で も勉 強 は しな くて は

な りませ ん。 しか し 『モ ルモ ン書』 を

読 む こ とで ， もっ と頑 張 りが利 くよ う

に な… …る ので す。 そ して勉 強 してい

る事柄 につ いて よ く理解 で きる よう に

な り，根気 も出 て き ま した 。成 績 が上

が った だけ で はな く，今 まで にな く人

ζうま くや って い ける ように な り，幸

せ を 感 じ る よ う に な っ た の で す 。」

て『聖徒 の道 』1996年2月 号 ，13)

●どの よ う に した ら霊 的 な知 識 を増

す ことができる で しょうか 。

●どの よ うな機 会 に わた した ち は 自

分 の知 識 をほ かの 人 と分 か ち合 うこ と

ができ るで しょうか。□



新 しい

ワードに

なじむ

た した ち は皆 ， 自分 の ワー ドや

わ支部 におい て接 待係 です。 転入.

者 ，訪 問者 ， そ して求 道者 を歓 迎 した

り， ほか の人 々 に思 いや りを もって接

した りす る こ とは，末 日聖徒 と して わ

た したち の責任 なの です 。 しか し時 と

して， わ た した ちは 自分 の殻 に引 き こ

もっ て しまい ， そ こか ら出 て来 よう と

しな くなっ た り，見 知 らぬ 人 に対 して

友 好 的 になれ な くなっ て し まった りす

， る傾 向が あ ります 。 以下 は 自分 た ちの

集 会 に ほか の人 々 を歓 迎 す るた め の提

案 です 。

1.ほ か の 人 々 を 自分 た ちの 兄 弟

自分が 接 して
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に もそ の とお りに接 す る必要 が あ りま

す。救 い 主 も こうお っ しゃって い ます 。

「だか ら，何 事 で も人 々 か ら してほ し

い と望 む こ とは， 人 々 に もそ の とお り

にせ よ。」(マ タイ712)

2転 入 者が 自分 た ちの ワー ドや支 部

に来 た ら， 彼 らを歓 迎 し， 自己紹 介 を

し， 助 け にな れ る よう， また 友好 的 に

なれ るよ う努 め る必 要 が あ ります 。 キ

リス トの福音 か ら見 いだ した喜 び を放

つ必 要が あ ります。

3親 切 で， 友好 的 なあ い さつ や，受

け入 れ よ う とす る姿 勢 に訪 問者 は反応

す る もの で す。教 会 員 で ない 人 の多 く

は， なぜ 自分 が そ ん なに親 切 に接 して

もらえ るの か を知 りた い と思 うで し ょ

う。 もちろ んそ の答 えは イエ スの教 え

に見 い だ す こ とが で きます 。 「わ た し

が あ なた が た を愛 した ように ，あ な た
たがい

が た も互 に愛 し合 い なさい 。」(ヨ ハ ネ

13●34)

4マ ー ビ ン ・J・ ア シュ トン長老 の

勧 告 は，古 くか らの友 人 の み な らず ，

新 しい 知 人 に対 して も当 て は ま りま

す 。 「人 と交 わ る と き， ま た友 人 を今

よ り もっ と幸福 な状 態 に しよ う と努 め

る と き， 自分 の こ とは忘 れ ま しょう。」

(TheMeasロreofOαr飽ar亡s『 心 の物

差 し』114)

も し わ た し た ち が 教 会 で ほ か の

人 々，特 に 「町 の うち に寄留 して い る

他 国 人」(申 命24.14)を 高 め， 仕 え

る機 会 を見 つ け る とい う決心 をす る な

ら， 多 くの人 々 に祝 福 を もた らす こ と

が で きる で し ょう。 わた したち が神 の

子 らを歓 迎 し愛 す る とき，主 が 導い て

くだ さるの をは っ き りと知 る こ とが で

きます 。そ して，彼 らは 「もは や異 国

人で も宿 り人 で もな く， 聖徒 た ち と同

じ国籍 の者」(エ ペ ソ2.19)と な るの

です 。□

聖徒の道/1997年11月 号
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転入者への提案
バ トリシア ・ニールセン

年 前 ，主 人 の会 社 で の昇 進 に伴 い ， わた した ち は別 の州へ と移 り住 み ま

数 した。 新 しい 土地 で の最初 の 数週 間 は，孤独 で陰 うつ な気 分 で した。

あ る 日，前 の ワー ドの扶助 協 会会 長 か ら手 紙 が届 きま した。そ の手 紙 の中 で，

彼 女 も幾 つ か の ワー ドで転 入 者 とな った経 験 が あ り，新 しい ワー ドにな じむの

が いつ も困難 だっ た， と書 いて あ りま した。 そ して次 の よ うな アイ デア を分 か

ち合 って くれ ました。

1隣 …に座 っ た人 が 自己紹 介 して くるの を待 っ てい な いで ， 自分 の方 か ら自己

紹介 し ま しょ う。

2ワ ー ドの会 員 た ち に， この地 に来 れた こ とを うれ し く思 って いて ，彼 ら と

もっ と知 り合 いた い と心 か ら願 っ てい る こ とを伝 え ま しょ う。前 向 きな態 度 は，

人 々 をあ なた に引 きつ け ます。

3あ なた を必要 と して い る人 を探 して くだ さい 。

4扶 助 協会 や神 権 定 員会 の 指導 者 に頼 ん で， 訪 問教 師 や ホー ム テ ィーチ ング

の割 り当 てを もらい ま し ょう。

5扶 助 協 会 や神権 定 員 会 の指 導者 に， 自分 と同 じ関心事 を持 っ てい る ワー ド

の会 員 の名 前 を教 えて も らい ま しょ う。 そ して 彼 らに 自分 か ら 自己 紹介 す るの

です 。

6人 生 の 中 で小休 止 と も言 える この 時期 を利 用 して， 今 まで忙 し くてで きな

か った こ とをや る よ うに してみ ま しょう。

7自 分 が神 の子 で あ り，人 に してあ げ られ る こ とが 多 くあ るの を忘 れ ない で

くだ さい。

この提 案 に従 うこ とで， わ た しはす ぐに新 しい ワー ドに溶 け 込め ま した 。早

く新 しい ワー ドに な じめ る よう助 け て くれ た友 人 の思 い や りに ，わ た しは これ

か らもず っ と感謝 す る こ とで し ょう。□
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正直に事を行う
生活の中で行 いを導 く正義の原則は ，

実社会 でも適用されるべ きです。

ア ラ ン ・V・ フ ァ ン ク

き
託鶉

奮

崖塁

19鷹 甥 ㍑益耀 罷
うと して い ま した。ち ょう どその こ ろ，

妻 の ジ ュデ ィ は最初 の子 供 を出産 した

ばか りで ， 隣の 州 に住 む妻 の両 親 の実

家 に帰 って い ま した 。義 理 の両 親 の集

う ワー ドに妻 とわ た しの 家 族 を集 め ，

長男 に命名 と祝 福 の儀 式 を行 う こ とを

わた しは心 待 ち に してい ま した。 わた

しの 両 親 は カ リフ ォル ニ ア か ら車 で，

わた しは飛 行機 でそ れぞ れ 土曜 日に現

地、に 向か うこ とに してい ま した 。 わた

しはそ の前 日の金 曜 日に退役 す るこ と

に な っ て い ま し た。 こ う して ， 日曜
あかしかい

日の 断食 証 会 に全 員 が 出席 で き る よ

うす べ ての 手 はずが 整 って い ま した。

ところが ，予 定 されて い た解 任 日の

前 日か2日 前 の こ と，必 要 な事 務 処 理

相手から財政的な申し出をされたり，

こちらからしたりしようという誘惑に

駆られるのは，「虹の端には金のつぼ」

の物語(虹 の端の方には金のつぼがあ

るというアイルランドの伝説。どこま

で行っても虹に端はない)と ほとんど

同じです。わき見をすることなくいつ

も正直であることによって，両手いっ

ぱいの悲しみを免れることがでぎますも

が 期 日まで に終 わ りそ う に ない の で ，

翌 週 の初 め ご ろ まで 基 地 に残 る よ うに

との知 らせ を受 けた の です 。そ の悪 い

知 らせ を聞 いて ，予 定 どお り子 供 の命

名 と祝 福 の儀 式 を実行 す るに は ど う し

た らよい だ ろ うか と考 え ま した 。退 役

手 続 きの担 当官 に事情 を説 明 しま した

が ，理解 して は も らえ ませ ん で した。

期 日どお り儀 式 を決行 し よう と思 っ

て い た折 りも折 り， わ た しは何 週 間か

前 に 聞い たあ る話 をふ と思 い出 しま し

た 。そ れ は， わ いろ と交換 に退役 の 時

期 を早 め て くれ る人物 が い る とい う話

で した 。 わた しはそ の人物 と連絡 を取

りたい とい う誘 惑 に駆 られ ま した。 し

か し， 早 くこの基 地 に別 れ を告 げ，神

権 の祝福 を授 けた いか ら とい っ て， わ

い ろ を差 し出す とい うの は わた しの 良

心 が許 しませ んで した。 わ た しは家族

の皆 に祝 福 を延 期 す る とい う連 絡 を し

ま した。

3週 間 後 ， わ た しの もと に軍 の 調査

官 か ら電 話 がか か って きま した。 わ た

しが わ い ろ事 件 の証 人 お よ び被 告 と し

て召 喚 され る可 能性 が あ る とい う内容

で した。 面 談の 中 で， 調査 官 か らこの

わい ろ事 件 にか か わ った と して嫌 疑が

か け られて い る軍 人の 写真 を見 せ られ

ま した。 以前 に，退役 の遅 れ につ い て

知 らせ て きたあ の下 士官 の 写真 もその

中 にあ りま した。

あの と き正 しい選択 を してい て ほん

と うに よか った と思 い ます。 も し逆 の

こ とを してい た ら， わた しの仕事 上 の

夢 は実現 しなか った こ とで しょ う。 ま

た ふ さわ しい状 態 で息 子 を祝福 す るの

も危 う くな ってい た こ とで しょう。 わ

た しは この と き， 正義 の原 則 に患 実 に

従 うこ とに よ って の み ， 「神 の 前 にお

い て 〔わた した ちの〕 自信 は増」 す と

い う こ とを悟 りま した 。 また ， これ ま

で に幾 度 とな く同 じ真 理 を思 い起 こさ

せ られ ま した(教 義 と聖 約121：45)。

毎 年1回 ， わ た しは神 殿 に参入 す る

た めのふ さわ し さにつ い て監督 に報告

します。 この報 告 をす る際 ，私 生 活で

あれ実 社 会 で あれ ， 自分が ほ かの 人 と

どの よ う に接 して きた か よ く考 え ま

す 。業 務 上 の不 正 を調査 す る会 計事 務

所 の経 営 者 として ，わ た し自身同様 に

自分 の 仕 事 を霊 的 見 地 か ら常 に 監 督

し，評価 しな けれ ばな りませ ん。また，

どれ だ け不正 や疑 い をかけ られる よう

な こ とを避 けて い るか だけ で な く， ど

れ だ けそ の よ うな行 い の原 因 とな る よ

うな こ とを避 けて いる か とい う観 点 か

ら 自分 を評 価 しなけれ ば な りませ ん。

わ た しは道 義 に もとる不正 行為 が発

生 す るた め.には概 して ，動機 ，状 況 的

機 会 ， 高 潔 さの欠 如 とい う3つ の 要 素
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を満 た さなけ れば な らない とい う こ と

を発見 しま した 。 この3つ の 要 素 の う

ち一つ か二 つ の要 素が そ ろ った として

も，道 義 に も とる不 正 行為 は普通 発生

しませ ん。

この よ うな観察 をす る中 で思 い 出す

の は，ボ ー イス カ ウ ト時代 に学 ん だ火

を起 こす方 法 です 。 火 を起 こす に は，

燃 料 ，酸素 ， そ して熱 が 必要 で す。 こ

の3つ の要 素 の う ち一 つ で もな くな る

と，火 は消 え て しまい ます 。 同様 に，

非 倫理 的 な行 為 を避 け たい な らば ，そ

の よ うな行 為 を生 み 出す 要素 の 一 つ も

し くは それ以 上 を 自分 の生 活か ら消 し

去 る ことです 。

動 機

裕福 であ って も，貧 し くて も， また

そ の中 問 ぐらい で あ って も， わ た した

ち は 目先 の 満足 ，結 果 的 に過度 の 浪費

を促 す環 境 の 中で 生活 してい ます 。世

の 中 にはぜ い た くを必 要 と見 なす 風潮

が あ り， そ れが 原 因 で財 政 難 に陥 り，

よ り大切 な事柄 が 見 え な くなる 人が大

勢 い ます。 この よ うな環 境 に あ って ，

わた した ちの動 機 は とて もたやす く悪

化 して しまい ます 。非 倫理 的行為 に先

行 す る動 機 は ， 多 く の場 合 ， 借 金 ，
どんよく

貧 欲 ，か け事 ，薬 物 中毒 や アル コー ル

依 存症 な どと関係 があ ります。

企 業 に働 く人 に とっ てい ち ばん大 き

な危 険の 一つ ， そ れは職 場 の 中 に非倫

理 的 行為 を よ しとす る外 圧 が あ る とい

うこ とです。 特 に ，個 人 的な利 益 が絡

んで い る場合 はそ うで す。 一見 小 さな

ご まか しや非 倫 理 的行為 と思 われ るこ

とで あ れ ば簡 単 に合 理化 して しま う人

が多 い ので す。彼 らは次 の よ うに 自分

に 言 い 聞か せ ます 。 「こ こで 行 わ れ て

い る職場 慣行 につ いて は 自分 に は責任

が ない 。」 「自分 はた だ上 司 に依頼 され

た こ とをや っ てい る だけ だ。」 「会 計上

ほ んの少 しの額 なので ， この 機会 に乗

じ， も う少 し経 済 的余 裕 がで きた と こ

ろ で返 済 し よ う。」

今 月 の給 与 か ら前 月の 支払 い を済 ま

せ る よ うな人 の場 合 ，非 倫理 的行 為 に

走 る動 機 は高 くな り，正 しい こ とを行

お うとい う高 潔 さが あ るか どうかが 試

され ます。

状況的機会

人は簡単な方法でお金を稼げるよう

な状況に置かれると誘惑に負けること

があります。そのような機会が道徳的

判断力を曇らせるのです。実例を挙げ

ると，何千人という投資家たちから，

ある特定の会社が財政上安定している

かどうか意見を求められるような，社

会的に信頼される仕事に就いている人
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福音を通して，日曜日だけでなく，平

日仕事をするときにどのような人物に

なればよいのか学ぶことがでぎます。

真実の原則は，日常の出来事と切って

も切れない関係にあるのです。

がい ま した。 も し， そ の人 が 問題 の会

社 の財 政 難 につ い て真 実 を語 れ ば， そ

の会社 を 自分 の顧客 の リス トか らな く

す こ と に な るわ け で す 。 こ の男 性 は6

年 間 にわた っ て うそ をつ き， 沈黙 の代

償 にそ の顧客 か らわ いろ を も らい続 け

ま した。最 終的 には，真実 が暴 露 され，

問題 の会 社 は倒 産 し，投 資家 た ち は何

億 とい うお 金 を失 い ，不正 を行 った 当

の男 性 は刑務 所 に入 ったの です 。

非 倫理 的行為 を行 う機 会 は どこ にで

も転 が っ てい ます 。不 正 直 な人 々 を避

け て 仕 事 を す る の は 至 難 の 技 な の で

す。 しか し， だか らこそ いつ で も正 直

で信 頼 で きそ うな人 と働 くよ う努 めな

け れ ばな りませ ん。 さ らには， 置か れ

た状 況 に妥 協 す るめ を避 け ，正 直 に働

くことで ，同僚 た ち に良 い影 響 を及 ぼ

す ことが で き ます 。 た とえ事 実 や誤 り

が暴 露 され， そ の結 果 として危 害 や恥

を被 る こ とに なって も，進 ん で正 しい

こ とを行 い， 結果 を受 け入 れ なけ れ ば

な りませ ん 。 そ うす る こ と に よっ て ，

9



は ，高 潔 さ を 「完 全 であ り・… どこま

で も純粋 か つ 道徳 的 な性 質」 と定 義づ

け ， さ らに続 けて こ う語 っ て い ます 。

「実 質 的 に， 不 正 直 な行 為 とい う もの

はす べ て， 内 面的 な わい 曲 いわ ゆ る正

当化 にその 端 を発 し， 大 き くな って い

くもの です 。正 当化 とい うの は， 最 も

古 く，最 も悪 質で ，最 も油 断 の な らな
ぎ まん

い ， また最 も破 壊 的 な種類 の 欺隔 ，す

な わ ち 自 己欺 購 な の で す 。」(メ キ シ

コ ・中央 ア メ リ カ地 域 大 会 ， 大 会 報

告 一1972年 度，27)

福 音 は1週 間 に7日 間 ， つ ま り毎 日，

わ た した ちが どん な タイ プの 人 間 にな

れ ば よ いの か を教 え て くれ ます 。 「わ

た した ちは ，正 直 ，真実 ，純潔 ，慈 善 ，

徳 高 くあ るべ き こ と， またすべ て の人

に善 を行 うべ きこ とを信 じる。」(信 仰

箇 条1：13)

最善を追い求める

誠意や信頼が生まれるのです。

高潔さの欠如

高潔さの欠如は，ほとんどの場合正

当化 という形で現れます。疑問の残る

商業行為を正当化するために最も頻繁

に用いられるのは，「仕事だか ら」と

い う言 葉 です。 言 い換 える と，疑 い の

残 る商 業行 為 とい う もの は， 世 の常 識

とな って いた り， だ れか に危 害 を加 え

る こ との な い 違 反 と見 な され る か ぎ

り， 問 題視 しない とい う こ とです(2

ニ ー フ ァ イ288;教 義 と聖 約10：

25-26参 照)。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール大 管 長

わた した ちが 自分 の 知恵 と経 験 に よ

っ ていつ も即 座 に的確 な決 定 を下 せ る

とい う 日は 決 して 来 ないの で は ないか

と思 い ます 。 わた した ち は皆過 ちを犯

します。 時 と して 十分 な事 実 を把握 し

て いな いた め に この よ うな過 ち を犯 す

こ とが あ ります 。悪 い 判断 を下 したた

め に犯 す 過 ち もあ ります。 わ た した ち

は過 ち を犯 した と きには， 進 んで それ
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を認 め， そ こか ら何 か を学 ぶ必 要が あ

ります 。

間違 い を犯 した こ と に気 づ い た ら，

す ぐにそ の 間違 い を正 しま し ょう。 わ

た した ちの行 い が真 昼 の光 に照 らされ

る よ うにす る必要 が あ ります。 使徒 パ

ウロは次 の よ うに語 って い ます。

「夜 はふ け， 日が近 づ い てい る 。そ

れ だか ら， わた したち は， や みの わ ざ

を捨 て て， 光の 武 具 を着 け よ うで は な
いんらん

い か。 そ して， 宴 楽 と泥酔 ，淫 乱 と好

色 ，争 い とねた み を捨 てて ，

昼 歩 く よ う に ， つ つ ま し く(訳

注 英文 で は"honestly")歩 こ うで

はない か。」(ロ ーマ13：12-13)

教会 の会 員 と して， わ た した ちは 人

生 の あ らゆ る分 野 にお い て最 善 を追 い

求 め る よう に，特 に最 も優 先 すべ きは

天 父 との 関係 ，そ して家族 との 関係 で

ある と教 え られ て きま した。 わ た した

ちが 自分 の職場 で， ま た地域社 会 で 最

善 を追 い 求 めて い くこと も，最 も大 切

な責任 の一 つ です 。

残念 なが ら，仕 事 上 での最 善 が， 利

益 や 総資 産 ，依頼 人 や顧 客 の数 ，株 価

な ど金銭 的 な観 点で 計 られ る こ とが 多

いの です が ， この よ うな基準 で ほ ん と

うの 意 味で の最 善 を計 る こ とはで きま

せ ん。最 善 に は，人 間性 とい う観 点か

ら しか計 る ことの で きな い霊 的 な面 が

あ るの です。

L 一一 一 一 一 ㎜ 一一

わ た しは 一 人 の お ば の 誠 意 に満 ち

た 努 力 を思 い 出 し ます 。 そ の 行 い は

メ デ ィアで ほめ た た え られ る こ と も，

何 らか の形 で 表 彰 さ れ る こ と も あ り

ませ ん で した 。 お ば の家 の 近 くに夫

を亡 く した 内 向 的 な性 格 の 女 性 が住

ん で い ま した 。 特 異 な 行 動 に走 る こ

とが よ くあ り， 近 所 の 子 供 た ち の物

笑 い の種 に な っ て い ま した 。 わ た し

の お ば は ， この 女 性 に 友 人 も家 族 も

な い の を知 っ て ，頻 繁 に足 を運 ん で

は， 食 べ物 を届 け， 話 し相 手 に な り，

慰 め を 与 え ま した 。 この 女 性 が 亡 く

な っ た と き， 彼 女 の 葬 式 に 出席 した

の は， わ た しの母 ， お じ， お ば の3人

だ けで した 。

これ はほ んの 一例 です が ， わた しの

お ばは個 人 的か つ誠 意 を感 じさせ る方

法 で最 善 を尽 くしま した。 このお ば に

とっ て， 「人 々 の抱 え る問 題 が 〔自分

の 取 り組 むべ き〕 業 だ った の で す 。」

(チ ャー ル ズ ・デ ィ ケ ン ズ作 品 集 『ク

リスマ ス ・キ ャロ ル』543)

正直を堅持する

『モ ルモ ン書 』 の 中 に， ある民 に関

す る記録 が 記 され て い ます 。 そ の民 は

一 人の 例外 もな く 「……神 と人 々 に貢

献 す る熱心 さで も秀 で… …拠 二

とにつ い て っ た 正 直 で まっ"で
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あ り， また最 後 まで確 固 としてキ リヌ

トを信 じた」(ア ル マ27：27， 下線 付

加)と あ ります 。
こんにち

主 は その民 に今 日で もま った く同 じ

こ とを求 め て お られ ます 。 ジ ョセ ブ ・

フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス大 管 長 は，

次 の よ う に語 りま した 。 「ど こに あ っ
み な

て も， 自 らに授 け られた 主の御 名 と召

し， 自 らの理解 す る福 音 に忠 実 であ ろ

う とす る末 日聖 徒 な らば ，仕 事 であ れ

宗教 で あ れ， 真 理 ， 名誉 ，徳 ， 純 潔 ，

正 直 を 堅 持 す る は ず で あ る 。」

(Confbrence1～epor亡 『大 会報 告』1968

年10月 号 ，122)

仕 事 で成 功 す るた め に妥協 とい う犠

牲 を強 い る必 要 はあ りませ ん。正 し く

ない動 機 ，状 況 的機 会， 非倫 理 的行 為

を退 け る こと に力 を注 ぎ，福 音 の原 則

に忠実 で あ ろ う と努 め る な ら， 人 々 と

接 す る と きに正直 で あ ろ う とす るわた
み たま

した ちの 決意 を貫 け る よう，御 霊 が助

けて くれ るで し ょう。

イエス ・キ リス トの福 音 を通 じて教

会 員 に もた らされ る最大 の祝 福 の 一つ

は，福 音 の原 則 に心 か ら従 う教 会 員 は

霊 的 に強 め られ ，不 正 直 の誘 惑 に対抗

で きる とい うこ とです 。 キ リス トの岩

の上 に堅 く立 つ な らば(1ニ ー フ ァイ

15：24;ヒ ラマ ン5：12参 照)， その 人

の心 と生 活 の 中 に不 正 直 の入 り込 む余

地 は まった くな くなる のです 。 □
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カーナ アクラステーク テマ ワー ドの若 い女性 と指導者たち。
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展 開 し,神 権 者 の 訓練 と指 導 を実 施す

るこ とが可 能 で あれ ば,教 会 は どの地

域 で も発展 す る可 能性 を持 って い る こ

とが は っ き りしてい ます 。 ア フ リカに

は1,000以 上 の言語 と多 くの方言 が あ り

ます が,わ た した ち は3つ の外 来 語 す

なわ ち英語,フ ラ ンス語,ポ ル トガル

語 を中心 に伝 道 を展 開 して い ます。 つ

ま り,教 会 はお お むね都 市 地域 を中心

に発展 して い る とい う こ とです 。教 会

は この よ うに して,将 来 ア フ リカに お

い て福 音 を広 め るた めの基 礎 を築 い て

い るの です。

わ た した ちは ア フ リカの会 員 たち が

力 をつ け てい る こ とに喜 び と満足 を覚

えて い ます 。教 会 は,教 会 の指 導者 と

して働 く責 任 を喜 ん で引 き受 け る兄 弟

姉 妹 とい う大 きな収穫 を現在 刈 り取 っ

てい ます 。教 会 が急 速か つ確 固 と した

発 展 を遂 げ てい る過 程 で,家 族 が非 常

に重 要視 されて い る アフ リ カの文化 的

背 景 を見 逃 す こ とが で きませ ん。全 教

会員 に対 す る活 発 な メル キセ デ ク神 権

者 の割合 は非常 に高 く,教 会 の ほか の

地域 と比 較 して も引 け を取 りませ ん 。
せいさん

聖餐 会 の 出席率 が70パ ー セ ン トに達 し

て い るス テー クが 幾つ か あ ります 。 訓

練集 会 で は出席 す る人 々が教 会 の手 引

きの大切 な箇所 に赤線 を引 いた り,し

ば しば手 引 き を参 照 した りして い る光

景 を よ く目に します 。 ア フ リカの会 員

簸

欝

た ち は主 の王 国の教 義 と秩 序 を理解 し

て い ます。 彼 らは福 音 の メ ッセ ー ジ と
とんよく

福音がもたらす祝福に対して実に貧欲

です。

質 問 アフリカの会員と指導者は福音を

通して,と のように試練に打ち勝つ力を得て

いるでしょうか。

答 え ア フ リカの人 々 は福 音 の光 に

こた えた と きか ら,開 拓 者 と して 歩 む

こ とを要 求 され ます。 人 々は改 宗 に よ

っ て,福 音 と相 い れ ない文 化 的伝 統 か

ら離 れ な けれ ば な らな くな る こ とも し

ば しばあ ります。多 くの 人 々 に とって

福音 の教 え に従 って 生活 す る こ とは ま

った く新 しい 生活 を始 め る とい うこ と

を意 味 してい ます 。例 えば,ア フ リ カ

の会員 た ち は,実 際 に神 殿 に参入 で き

るか 否か にかか わ らず,常 に有 効 な神

殿 推 薦状 を持 つ ように との預言 者 の勧

告 を真 剣 に受 け止 めて い ます。 ナ イ ジ

ェ リ アか ら ヨハ ネス ブ ル ク まで の 旅

は,距 離 や 費用 の面 で ロン ドンへ の旅

行 とほ ぼ変 わ らない ほ ど負 担 がか か る

た め,こ れ らの負担 は一 部の 会員 た ち

に とって神 殿へ 参 入す る うえで直 面す

るチ ャ レン ジ と考 え られ て い ます 。 し

か しなが ら,あ る伝 道 部 長か らの報告

に よる と,そ の伝 道 部 には神 殿推 薦状

の 面接 を受 け るため に往 復29キ ロ の道

の りを徒 歩 で訪 れ る夫婦 が い ます。 こ

聖徒の道/1997年11月 号

つ

の夫 婦 は神 殿 に参 入す る うえで か な り

困 難 な環境 にあ ります が,教 会 に対 す

る誠実 と預 言 者 に対 す る従順 を示 す た

めに この 道の りを喜 んで 歩 いて きま し

た。 主 を信 じるが ゆえ に,肉 体 的 な苦

難 に耐 え,社 会 生活 や生 活 習慣 を大 き

く変 えた 人 々 の話 は数 多 くあ り ます 。

教 会 員が 福音 に従 って生 活 す る よ う励

ま して い る教 会 の プ ログ ラム を特 に 二

つ挙 げる こ とが で きます。 ア フリ カで

は言 語 と教 育 が大 きな問 題 とな って い

るた めに,福 音 に基づ い て実 施 され て

い る福 音学 習 能力 向 上 プ ログ ラム は非

常 に有 益 です 。 また,セ ミナ リー とイ

ン ステ ィテ ユー トは若人 と指 導 者双 方

に大 きな成果 を もた ら して い ます。 ジ

ンバ ブエ で の例 を挙 け る と,あ るセ ミ

ナ リー教 師 は,ク ラ スの 開講 当初 わず

か一 人 だ った生徒 が,年 度 末 に は30人

に まで 増 え た とい う経 験 を して い ま

す。 セ ミナ リー とイ ンス テ ィテ ユー ト

は若 人 に福 音 の持 つ価 値 観 と原則 を教

える う えで最 も効 果 的 な手段 と言 える

で し ょう。 また,彼 らが 受 け継 いで い

る文化 の持 つ 良 い面 に福 音 を重 ね る こ

とに よって,福 音 の伝 統 と文化 を若 人

の 間で確 立す るた めに も有効 な手段 と

な ってい ます。

ザ イール(訳 注 現 コ ンコ民主 共和

国)に おけ る教会 の 発展 は感動 的 です 。

広 大 な国土 を持 つ この 国 で宣教 師 の活

動 が開 始 され て しば ら くしてか ら,内

乱 が起 きた ため に宣 教 師 は1年 半 に わ

た り国外へ の 退去 を余 儀 な くされ ま し

た 。 しか し,地 元 の神 権 指導 者 は会 員

たち を組織 して伝 道活 動 を続 け,こ の

ため に教会 は さ らに発展 し,成 長 しま

した 。 これ らの宣 教 師 活 動 の 中 断 と

様 々なチ ャ レン ジに遭遇 した に もかか

わ らず,わ た した ちは1996年11月 にザ

イ ール･キ ンシ ャサス テ ー クを組 織 し

ました。2,056人 の会 員 を擁 す る この ス

テ ー ク に は400人 近 くの活 発 な メ ル キ

ゼ デ ク神 権 者が い ます 。最 初 の ステ ー

ク大 会 には1,600人 以 上 の会 員が タク シ

ー やバ ス を連 ね てあ るい は徒 歩 で会場

に足 を運 び ま した。 しか しご く最 近,

再 び政 情 が不安 に なっ たた め,専 任 宣

教 師 は退去 させ られ て い ますが,ザ イ

ール の教 会 は成 長 を続 けてい ます。
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ボス トン神殿
く わ い

の鍬入れ式
二 使 徒 定 員 会 の リチ ャー ド･

十G･ス コ ソ ト長 老 は1997年6月

13日,大 管 長 会 の指示 に よ り,ボ ス ト

ン･マ サチ ュ ー セ ッツ神殿 の建 設 に先

立 っ て鍬 入 れ 式 と敷 地 の 奉 献 を行 っ

た。 この式 典 に は ほか に,北 アメ リカ

北 東 地 域 会 長 で 七 十 人 の マ ー リ ン･

K･ジ ェ ンセ ン長 老,同 地域 第 一副 会

長 で 七十 人 のW･ド ン･ラ ッ ド長 老,

地域 七 十 人の ロバ ー ト･S･ウ ッ ド長

老 が列席 した。

ス コ ッ ト長老 は奉献 の祈 りの 中で こ

の よ うに述 べ てい る。｢わ た した ち は

と りわけ,こ の神殿 を建 て る 目的,す

なわ ち夫婦 と子供 た ちが 家族 と して永

遠 に結 び 固め を受 け るため の儀 式 を執

行 す る こ とが,あ なたの 聖 な る御子 の

蕪 多
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青少年ととも に鍬入れ式 に参加 する リチ ャー トGス コッ ト長老(左)。
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しょくさい

贋 罪 に よって実現 して いる こ とを感 謝

します 。｣

竣工 が 予定 され てい る今 世紀 末 か ら

21世 紀 初 頭 に完成 す る と,こ の神殿 は

ニ ュー イ ング ラ ン ド地 方 で最初 の神 殿

とな り,約5万4,000人 の教 会 員 の た め

に儀式 を執 行す るこ とにな る。□

ブラジルで噺 たに奉献された宣教師訓練センター

97年5月18日,サ ン パ ウ ロ で ブ

19
ラジ ル宣 教 師訓練 セ ン ター の奉

献 式 が 行 わ れ た。 会 場 とな っ た800席

設置 の講 堂 は1,100人 を上 回る 人々 で埋

め尽 くされ た。 十二 使徒 定員 会 の ラ ノ

セ ル･M･ネ ル ソ ン長老 は英 語 で説 教

を行 っ た後 に,ポ ル トガル 語 で奉 献 の

祈 りを ささげ た。

ネ ル ソ ン長老 は祈 りの 中で,｢ブ ラ

ジ ルの 国民か 正義 の下 で成 長す る 自由

と責任 を手 に し｣,｢こ の偉 大 な国家 の

指 導 者 たち が知 恵 と高 潔 さ を得 る｣よ

うに祝福 した。 さ らに,ネ ル ソ ン長老

は｢多 くの 国 々 に住 み,ま た様 々な状

況 に置 かれ た忠 実 な聖 徒 た ちの什 分 の

一基 金 に よ り建 て られ た この聖 なる建

物 が,一 これ らのす ば らしい施 設 を

利用 す る特 権 を得 た息 子娘 たち に対 し

て,祝 福 を もた らす 場所 と

な る｣よ うに祝福 してい る。

アメ リカ合 衆 国外 で建 設

され た教 会 最大 の建 物 の一

つ であ る ブ ラジ ル宣教 師訓

練 セ ン ター は,6階 建 て の

ビルが2棟 並 び,各 々375人

の宣教 師 を収容 で きる。 た

鞭 離 鱗 だし,当 面は1棟のみを使

用す るこ とに な る。二 つ の

ビル を結 ぶ建 物 は,カ フェ

テ リ ア と講 堂 として使用 さ

れ る。□

新たに完成 したフラシル宣教師

訓練センターは アメリ力合衆

国外ての教会建築物としては最

大の規模に属する。
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域会長会の再編成が大管長

地 会 よ り発 表 され た。 この変

更 は,1997年8月15日 か ら発 効 と

なる。 地域 会 長 会 は七 十人 定 員会

会 員 に よっ て構 成 され てい る。 今

回の異 動 で,地 域 会 長 会 の各 長老

の 中 に は,現 在 の任 地 に とどま る

長 老 が い る一方,ほ か の任 地 に異

動 とな った長 老 もい る。新 た に組

織 され た地域 会 長会 には,最 近 地

域 七 十 人 の召 し を受 けた9人 の長

老 も含 まれ てお り,9人 と も,現 在

地 域会 長会副 会長 を務 め てい る。
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ロ ー カ ル ニ ュ ー ズ

ウラジオス トックの会員 と宣教師たちが

公共の場所を清掃
り)の 夏,ロ シア連邦 ウラ ジオス ト

㌔一･ッ クの教 会員 た ち は他 団体 と協

力 して ウ ラジオ ス トック中心部 の公 園

な ど公共 の場 所 の清掃 に当 たっ た。 こ

れ は現地 市 民団体 の 美化 キ ャ ンペ ー ン

の一環 と して行 われ た もの で,福 祉宣

教 師 として派遣 されて い るブ ラ ッ ドフ

ィー ル ド夫 妻 らの 呼 びか けに よ り,教

会 員 とそ の友 人 た ち,お よび6人 の 専

任 宣教 師 が参加 した。
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左/美化プロシェク トに参加したウラシオス トック支部の会員と宣教師 友人たち。

㎎

町の美化活動ついに青少年が着手

8月16日 日曜 日,町 の 住 民 は,

朝か らほ う きな どの清 掃用 具 を手

に した青 少 年の 団体 をウ ラジオ ス

トック中央 広場 で 目 にす るこ とに

なる。

付 近 一帯 で は近 々,｢き れ い に

しよ う みん なの 町｣を スロ ー ガ

ンに 掲 げ た ポ ス ター を は っ た コ

カ･コ ー ラの 運搬 車 が 登場 す る。

これ は,ウ ラ ジオス トック･ロ ー

タ リー ク ラブの後 援 に よ り最 近組

織 され た青少 年 団体｢イ ンタ ラク

ト｣が,世 界 規 模 の プ ロ グ ラ ム

｢ク リー ン･ア ップ･ザ･ワ ー ル

ド｣へ の協 力 を決 定 した こ とに よ

る。団体 に所 属す る青 少年 た ちは,
あり

美しい町の清掃の行き届かない有

さま

様 を外 国 か らの招待 客 が 目にす る

の は地元 に とって恥 ずべ きこ とと

受 け止め てい る。 このキ ャンペー

ンに は,コ カ･コ ー ラ社 に加 え,

ア メ リカ合衆 国 の末 日聖徒 慈 善事

業 団 とウ ラジ オス トック市役 所 も

協 賛 してい る。

清 掃 に参加 す る 団体 に は少 な く

とも6人 の外 国 人が含 まれ る予定 。

中央広 場 で ごみ を除去 した後,美

化 の戦 士 とも言 うべ き二つ の 団体

は公 園 に向か う。 そ の後,公 園 を

出発 し,市 立 病 院 にほ ど近い 公共

庭 園へ と進 む。予 定 が順 調 に進 め

ば,｢イ ンタ ラク ト｣の 参 加者 は,

国境 を越 えて互 い に手 を携 え合 う

仲 間 を,幾 分清掃 の行 き届 い てい

る ウラ ジオス トックの 史跡へ と案

内す る ことに なる だろ う。
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長濱ご家族。上段左か ら,長 女･百 合子姉妹,次 女･真 衣子姉妹,長 男･創 兄弟,次 男･穣 兄弟,
たける

下段左か ら三男･武 兄 弟,長 濱 こ夫妻。

や らに働 きま した。何 の悔 い もあ りま

せ ん。 アル マ書 第29章17節,モ ー サヤ

書 第7章18節 に あ る よ うに骨 折 りが い

の あ る努 力が 実 を結 ぶの です。 伝道 の

業 は神 聖 な業 で した｣と い う108通 目

の手 紙が届 きま した。

そ して現在,札 幌伝 道 部で働 く長女

か らの伝 道 ス ピ リッ トにあふ れ る手 紙

が毎 週届 け られ てい ます 。

この6年 間,我 が家 で は手紙 に書 か

れて いる求 道者 や新 会員 の方 々 のた め

に家 族 で ともに祈 り,ま た神殿 での祈

りに加 わ る こ とに よ り,家 族 が伝 道 の

ス ピリ ッ トで一 つ にな る とい う祝福 に

あずか ってい ます。

彼 らが求 道者 や新 会員 に注 ぐ愛 の深

さ と献 身 的な働 きそ して思 いの清 さに

驚 か され ます,伝 道す る子供 た ちを通 し

て支援す る家族 も祝福 され てい ます。

今 回,長 男が伝 道 した この地 でス テ

一 ク会長 の召 しを受 け
,神 戸 伝 道部 の

部長 の掲 げ る｢バ ラ ンスの取 れ た｣会

員 伝 道 を神 権 指導者,会 員,宣 教 師 と

くび きを共 に し一体 とな って押 し進 め

る こ とで ステ ー ク内が伝 道 のス ピリ ッ

トにあ ふ れ,震 災 で 荒 廃 した神 戸 の
あがな

人 々の心 が,イ エ ス･キ リス トの照 い
いや

に よる慰 め と平安 で癒 され る よ うに願

って やみ ませ ん。(な がはま･お さ む)

長濱修ステーク会長

の紹介
1944年 旧満 州国(現 在,中 国東

アンシャン

北部)鞍 山市生まれ,宮 崎市育ち。

九州大学工学部造船工学科卒業後,

川崎重工業(株)に 入社し,現 在も造

船所 で造船設 計部長 を勤める 。

1964年 に改宗。1972年 に河内静

子姉妹と結婚。3人 の息子と2人 の

娘がいる。教会にあっては,こ れま

でステーク副会長,高 等評議員,監

督などの責任を果たしてきた。現在

神戸ワード所属。

広大な宇宙に思いをはせて
世界的な天文学者J･ワ ー ド･ム ーディ博士の講演会

ブ蓮鞭薪控燃攣
博士はこの夏,京 都の国際会議場で開

しよう

催された｢第23回 国際天文学会｣に 招
へい

聰 され,シ ンシア夫 人 と と もに来 日 さ
あ

れ ま し た 。 そ こ で8月22日,大 阪･阿
べ の

倍野 の教 会 にて フ ァイヤ サ イ ドが 開催

され,会 場 とな った礼 拝 堂 に は教 会 員

お よび天 文 フ ァ ン約150人 が 詰 め か け

満員 の盛 況 とな りま した。

ムー デ ィ博 士 は1974年 か ら76年 まで

神戸 伝道 部 の専 任 宣教 師 と して働 か れ

た経 験 を持 って い ます 。当 日は,こ の会

､の企 画者 であ る神戸 伝 道 部の松 下 部 長

の あ い さつ の後,シ ンシア夫 人が 短 い

証 とお礼 を述べ,入 江伸 光兄 弟の通訳 で

ム ーデ ィ博 士 が演 台 に立 た れ ま した。

｢わ た しはユ タ州 の小 さな町 の農 家

に生 まれ,小 さい ときか ら星 に興 味 が

あ りま した。両 親 は わた しが 星 につ い

て あ ま りに多 くの 質 問 をす るの に閉 口

して,天 文学 の本 を買 っ て くれ ました。

そ れ以 後 ます ます 星 や宇 宙 につ い て興

味 を持 ち ま した。

伝 道 終 了後,ブ リガ ム･ヤ ング大 学

で天文 学 を学 び,さ らに米 国の 天文 学

の 最高 峰 とい わ れ る ミシガ ン大 学へ 進

み ま した。 この時 点 で わた しは結 婚 を

して い ま したが,妻 の シ ンシ ア と一 緒

に ミシ ガ ンへ 向か う途 中で,家 財 道 具

をすべ て盗 まれ る とい う災難 に遭 い ま

した。 しか し,姉 が住 んで いた 関係 で

立 ち寄 っ た シカ ゴの 会員 が失 っ た家 財

道 具 の ほ とん ど を提 供 して くれ ま し

た 。 また,ミ シ ガ ンに到着 した わ た し

た ち を待 って い たの は地 元 の教 会員 の

温 か い 親切 で した 。 同大 学 で5年 問研

究 を重 ね,博 士号 を取得 し ま した。

ミ シガ ンを離 れ て ユ タに帰 る と き,

わ た した ち に はす で に3人 の 子供 が生

まれて い ま した。 家族 を持 つ こ とは研

究 の妨 げ にな る と言 う教授 もい ま した

が,わ た しは教 会 と神様 を第一 にす る

な らば祝福 が あ る と信 じて研 究 活動 に

打 ち込 み ま した。 そ の結 果,宇 宙 につ

いて様 々 な発 見 を しま した。

この広大 な宇宙 は人 間た ち を喜 ばせ

るた め に神 様 が創 造 された と思 わず に

い られ ませ ん。 たゆ まない努 力 と研 究

の結 果,新 しい事 象 を見 い だす 喜 び は

何 もの に も代 え難 い と感 じて い ます 。

大 きな星 が 自身の重 力 に耐 え切 れ ず

に崩壊 し,ブ ラ ックホ ール とい う存 在

にな ります 。 この天体 は望遠 鏡 で見 る

こ とはで きませ んが,こ の周 辺 で は時

間や空 間 が変化 して しまい ます 。 わた

しは これ に よっ て,神 と人 との 時 聞に
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開拓者150周 年記念｢若 い男性申 ヤンポ リー｣

開催される

蕎熱薦 欝轍 撫 幽 米空軍の多　ゆ　ド　　ゆ が む が

嬢 婁 警 磨 リ黛一シ･翻 早 ターの森

鰯1羅糠
が一 堂 に集い ました。

開
拓 者150年 を 記念 し｢信 仰

こめて,一 歩ず つ｣の テ ー

マ を掲捗 て,ユ997年8月4日 か ら8

懸 難総緯讐漏

準備 はア ジァ北 地域会 長 会の レッ ク

ス･D･ビ ネ ガー会長 を大 会委 員長 に

頂 き,地 域 七 十人 のゲ ー リー･松 田長

老 の下 に東京 と横 浜地 区 の各 ステ ー ク

の代 表者 が実行 委員 会 を組 織 して始 ま

りま した 。1年 半 の準 備 期 間 中,仕 事

は多 岐 にわた りま した。

まず,会 場探 しです 。最初 は静 岡県,

朝霧 高原 の施 設 を予定 してい たの です

が,夏 休 み期 間 は どう して も地 元の行

事優 先 とい う ことで予 約が で きませ ん

で した。 その 後,米 海 軍 にお勤 めの松

田長 老 の ご苦 労 もあ り,何 とか 多摩 レ

ク リエー シ ョンセ ンター に予 約 を入 れ

る こ とが で き ました。

しか し,条 件 があ りま した 。そ れ は

米 軍施 設 のた め一般 日本 人の 立 ち入 り

は米 軍 の方1人 に対 して10人 まで とい

うル ールで した。そ こで 日本本 州 軍人

地 方部 の兄弟 姉妹 の助 けを頂 くべ く奔

走 す る こ と とな りま した。 最 初 は200

人 か ら300入 の参 加 と高 を く くっ て い

た 実 行 委 員 会 で した が,参 加 表 明 が

600人 を大 き く超 えた ころ に な る と心

穏 やか で はあ りませ ん。参 加者,関 係

者 が全 員無事 に入場 す るため に は60人

以 上 の米 軍 の方 々 に来て いた だ くこと

にな るわ けです 。軍 人地 方部 の兄弟 か

ら在 日米 軍 の各 支部 に呼 びか け てい た

だい た り,施 設側 と交渉 した りしてい

た だ き ま した が,状 況 は一 向 に

好 転 しませ ん 。最 後 に は横須 賀

に帰 港 中 の空 母 イ ンデ ィペ ンデ

ンス の水 兵 さんた ちに助 けて も

らお う とい う案 もあ り ま し た

が,8月4日 朝 の 出港命 令 が 下 る

な ど,対 策 に大変 苦慮 しま した 。

と ころが ひそか に断食 と祈 り

を して何 度 目か の下 見 に会 場 に

行 った と き,何 か良 い方 法 は な

いか と憲兵 隊 の方 と打 ち合 わせ

を して い ます と,何 と最 近1対

10の ルー ルが変 わ った とい うこ とを聞

か され ま した 。確認 してみ る と,軍 の

人1人 に対 して何 人 入 場 して も構 わ な

い とい うので す。 さらに は憲 兵 隊隊 長

の特別 な計 らいで,ゲ ー トの確 認業務

や駐 車場 や受付 に 日本 人ス タッフ を配

置 す る こ とが 可能 に な りま した 。主 が

助 けて くだ さった1と 感謝 と喜 びで

い っぱい に な りま した。

大 会初 日は540人 の 参加 者 と30余 人

の ス タ ッフ,そ して100台 を超 え る参

加 者 の車,ま た10台 以上 の食 料,資 材

搬 入 の大型 トラック,冷 凍車 な どを迎

え るこ と とな りま した。 夕刻 には大 会

委 員 長の ビネガー 長老 も到着 され,青
磁 　 榊鄭熱繍 難勲 蝉協幅縄一 酬 齢 一 亭嘱系囎一 糖 椰脳一 騨一 熱 幡一r編 毒灘 一 轍噸漏脳一 撒懸㎜藤欄蹴一 囎 繍 一 蝋.鰍葛購 欄欄寮鰍燃麟垂斑蹴 一 .序.藩繍縢鋸灘 照璽嘱緬一 £欄融賊軸購廊壽撚罵撚欄鞭

あかし

参加者の証から(抜粋)

●ぼくたちは選択プログラムでバ
ー ドウォッチングをしました。自

然の中で じっとしていると神様が

お造 りになった自然がとてもすば

らしく見えました。

次の日,日 本本州軍人地方部の

スカウ トたちと,王 様陣取 りと鬼

ごっこを混ぜたような遊びをしま

した。向こうの人の言葉はよく分

からなかったけれど,一 緒に夢中

になると言葉が通じないことも関

係ないような気がしました。違う

人間でも一緒に頑張れば心が通じ

ると分かりました。(高根沢 誠

東京ステーク三鷹ワー ド)

●ぼくにとって忘れられないプO

グラムは二日目の｢富 士登山｣だ 。

午後4時 ころバスは5合 目に着

いた。今にも雨が降りそうな天候

だった。夕食後､降 りだした雨の

中を登り始めた。6合 目まで,は

仙台ステークの全員が登ることが

できた。しかし少 し行くと一人の

兄弟が気持ち悪いと言いだしたの

で,ぼ くは別の兄弟と一緒にその

人の荷物を持つのを手伝ってあげ

てゆっくり登った。そのため速く

登る人から遅れて しまった。結局

その兄弟は6合 目を少 し行った所

でぼくたちから離れてしまった。

兄弟の荷物を持 ったりしたの

で,ぼ くも7合 目近くから少しば

ててきた。おまけに酸素はどんど

ん薄くなるし,風 が強くなってく

るし,眠 くなるしでとても苦しく

なり,休 憩所があると必ず休んで

少し眠った。その度に｢も う登る

のをやめよう｣と 思ったが,ぼ く

より年下の兄弟が息を切らせなが

ら頑張っているのにやめるわけに

はいかないと思い,お 祈 りをして

｢あそこまで行 こう,あ そこまで

行けば休める｣と 自分に言い聞か

せながら懸命に登った。

8合 目を週ぎた所で,あ る兄弟

が吐いて,も う登れる状態ではな

かったため,3人 の兄弟が少し下

の休憩所まで連れて行った。その

間ぼくはほかの数人の兄弟と岩の

影に隠れて風や雨になるべく当た

らないように眠った。やがて3人

の兄弟が戻って来てまた登り始め

た。そして夜中の1時 ころ,休 憩

所のある本8合 目に着いた。

ほかのいろいろなステークの兄

弟たちが休んでいて,指 導者が山

頂に行 くかどうか相談 していた。

ぼくはすこい寒気がしたため,山

頂に行くのをやめ休憩所にとどま

ったが,高 い熱があることが分か

った。寝 る前 に,明 日熱が下がD,

みん なに迷惑 をかける ことがない

よ うにと祈った 。

次 の日の朝,熱 が下が り,無 事

下 山するこ とが できた。残念 なが

ら頂上 に達する ことはできな かっ

た が,キ ャン ポ リーのテーマ どお

り｢信 仰込めて,一 歩ずつ｣歩 く

ことがでぎた と思 う。また｢備 え

よ常 に｣の 大切 さを知 った登 山だ

った。(猪 股雄 介 仙 台ス テーク

泉 ワー ド)

●パー リー･P･プ ラ ヅ トという

わた しの高祖父 を含む開拓者 の一

団 が ソル トレー ク に着 いて か ら

150年 が たち ま した 。そ の記 念

に日本 仙台ステ ークの若い男 性と

ともに1週 間の キ ャンポ リー に行

ってき ました 。

開 拓者 が 親 しん だ 野外 生 活 を
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る偉大 な受 け継 ぎを学 び,自 分 と開拓

者 をつ な ぐ霊 的 な時 間 にな りま した。

閉会 式 は雨 の ため 各 キ ャ ンプサ イ ト

を巡 って の式 に な りま した が,ほ とん

どすべ て の参 加者 に賞が 授与 され歓 声

が響 い てい ま した。

あ る指導 者 の方 は｢こ れ で ど う した

らア ロ ン神 権 活動 や ス カ ウ トをや って

い っ た らいい か分 か っ て きま した｣と

日焼 け した顔 を ほ こ ろ ばせ て い ま し

た。 後 日,ビ ネ ガ ー長 老 か ら も150周

年 記念 にぴ った りの プロ グ ラムで あ っ

た こ とや これか ら もさ らに同様 の大 会

が開催 され る よ うに との提 案 も頂 きま

した 。 わた し自身,ア ロ ン神 権 定 員会

活 動 と して のス カウ トを見 せ てい た だ

き,さ らにその かか わ りの強 さ を理 解

す る こ とが で き ました。

この｢若 い男 性 キ ャ ンポ リー｣の 成

功 のた め に,ほ ん とう に昼 も夜 もな く

働 か れ た野営 長 をは じめ とす る各 ス タ

ッフの 方 々,ま た 実現 の た め に一 人 一

人 のア ロ ン神 権 者 の状 況 を見 て くだ さ

い ま した地 元 の指 導者 の 方 々,そ して

ご支 援 い ただ いた ご父 兄 の方 々 に心 よ

り感 謝 申 し上 げ ます 。(レ ポ ー タ ー

服 部行 彦 キ ャンポ リー実行 委 員)

4･ 羊 ぱ 生 き で お ら れ る

仙台ステーク泉ワー ド

梶原 淳司

れ は,出 勤 の ため 車 を運転 中の

ぞ出 来事 で した。 仙 台 は 柔 らか な

曇 り空 に覆 われ,心 地 よい5月 の 風 の

中 を,車 は郊外 か ら市 街 地へ と差 しか

か ろ うとしてい ま した。しか し,さ わや

か な初 夏 の朝 とは裏腹 に,わ た しの心

には重苦 しい思い が満 ち てい ま した 。

そ の ころ わた しは,開 拓 者150年 を

記念 した ワー ドのオ ー プ ンハ ウス実 行

委員 長 に任 命 され て い ま した。 しか し

予定 され た期 日が 迫 る 中,開 催 まで に

解 決す べ き課 題が まだ 山積 み され てい

ま した 。そ の うえ,わ た し自身 は個 人

的 な問 題 を抱 え て心底 疲 れ,頂 い た祝

福 さえ 失 いか けて お り,ま こ と にわ た

しの信仰 が 試 され た ときで もあ りま し

た。

今 まで わた しは主 イエ ス･キ リス ト
あかし

につ い ての 証 を持 っ てい ま した。 そ れ

は い わ ば 自然 に受 け入 れ た証 で した 。

しか し同時 にその 中 に は｢主 は お られ

る,お られ る はず だ,お られ な けれ ば

な らな い｣と い う頭 で考 えた 部分 が含

まれて い るの で はな いか とい うば く然

と した不安 が あ りま した。

自分 の証 の弱 さ と自身 の無力 を痛感

し,迫 り来 る様 々.な悩 み に駆 り立 て ら

れ た わ た し は,｢主 に頼 る しか な い｣

とい う思 い に追 い詰 め られ て い きま し

た。少 年 ジ ョセ ブ･ス ミス が聖 なる森

に入 って行 った ときの ように,わ た し

もそ の と き,祈 れ ば こた え られ る とい

う非常 に強 い思 い を感 じ,振 り絞 る よ

うな思 い で祈 りま した。｢天 の お父 様,

主 イ エス･キ リス トにつ い て どうか教

えて くだ さい。 主 なる神,イ エ ス様 が

今 生 きて い らっ しゃ るこ とを教 えて く

だ さい。 わ た しは ほん とうの証 を持 ち

たいの です 。｣

す る とそ の と き,わ た しは生 まれて

この方 感 じた こ とが な く,形 容 もで き

ず,言 葉 で表 す こ と もで きない ほ どの

とて つ もな く大 きな温 かい 力で 自分 の

体 が包 まれ た こ とを感 じま した 。 ま る

で だ れか に抱 き締 め られ て い る ようで

した。 わ た しにはそ れが どなた なのか

す ぐに分 か りま した 。そ の御 方 が こ う

お っ しゃ るのが 聞 こえ ま した。

｢わ た しは生 きて い ます。 こ こにい

ます。 あ な たの 目の前 にい ます 。安 心

しな さい,あ な たが今,目 に してい る

草 や木 そ して太 陽 も皆,わ た しが造 っ

た すべ て の ものが わ た しの こ と を証 し

て い るの です 。 あな た はそ れ を感 じて

い るは ずです 。｣

そ うわ た しの霊 が感 じた と同 時 に車

の周 りの風 景 が にわ か に 自分 の方 に迫

って きて,再 び わた しは包 まれ た よ う

に感 じま した。 そ して体 中が か 一 っ と

熱 くな りま した。 ほん とう に この よ う

に大 きな安心 感 は ほか の どこに もあ り

ませ ん。その ときわた しは思 い ま した。

｢イ エ ス様 の と ころに行 きたい 。｣生 ま

れて 初 めて心 か らそ う思 い ま した。 ほ

ん と うに ほん と うに涙 が止 ま りませ ん

で した。 わた しが今 まで持 ってい た証

は一体 何 だ ろ う と思 える ほ ど深 い 経験

で した。

わた しには今,強 く感 じる思い が あ

ります。 そ れ は,主 イエ ス･キ リス ト

が わ た した ち を守 って くだ さっ てい る

とい う確 信 です 。 これ だ け は何 と言 わ

れ よ う と絶対 に否定 す る こ とはで きま

せ ん 。 わた しは これ まで経験 で きなか

ったこと 体全体が震えるほどまざ

ま ざ と,主 が 生 きてお られ る と感 じる

こ と を体 験 しま した。 同 時 に,わ

たし自身が悩み苦 しんだ末,結 局わた
あがな

しには主 の腰 い しか 救 わ れる道 はない

と これ ほ どまで に強 く感 じ させ られた

こ とはあ りませ ん で した。 そ して すべ

ての こ と につ い て,わ た し 自身の考 え
みこころ

で は な く,御 心 の ま まに任せ よ う と心

底 思 えた と き,心 の重荷 が取 り除 かれ

す っか り軽 くなるの を感 じま した。

｢そ して今,小 羊 につ い て な されて

きた多 くの証 の後,わ た した ちが最 後

に小 羊 につ い て なす 証 は これ で あ る。

す な わち,『 小 羊 は生 きてお られ る。』｣

(教義 と聖約76:22)(か じは ら･あ つ

し 第 二副監 督)

/ 聖徒の 道/1997年11月 号
7/ゴ
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